




おお車車ににはは定定期期的的にに点点検検・・交交換換がが必必要要なな部部品品（（エエンンジジンンオオイイルル、、タタイイヤヤ、、ブブレレーーキキパパッッドド、、
ホホーースス類類等等））ががあありり、、そそのの点点検検はは法法にによよりり義義務務付付けけらられれてておおりりまますす。。安安心心ししてて快快適適ににおお乗乗
りりいいたただだけけるるよようう点点検検整整備備をを必必ずず実実施施ししててくくだだささいい。。



ごご愛愛用用のの皆皆様様にに

カワサキ車をお買いあげいただきあ
りがとうございます。

この取扱説明書には、お買いあげい
ただいたお車の正しい取り扱い方、安
全な運転の仕方、簡単な整備の方法等
について説明してあります。

より快適に、より安全にお乗りいた
だくために、この取扱説明書を是非お
読みください。また、メンテナンス
ノート、セーフティハンドブックも是
非お読みください。

なお本書の内容は、仕様変更などに
より実際と異なる場合がありますの
で、あらかじめご了承ください。 最
新の情報は、カワサキウェブサイトの
オンライン取扱説明書から閲覧可能で
す。

[取扱説明書]
https://www. kawasaki-
onlinetechinfo.net/dispeBook?file=
99817-0071&manual_kind=OM&lang_
code=JA&mark=EX250YTF&model_year=
2026
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同乗者用シート裏側にある車両情報
ラベル右側のQRコードを読み取ること
で、お車の情報をご確認いただけま
す。

A. 車両情報ラベル
B. QRコード

アアドドババイイスス
○ QRコードは、株式会社デンソーウェー

ブの登録商標です。

お車の受け取りの際には、お買いあげ
いただきましたカワサキ正規取扱店よ
り「取扱説明書」「メンテナンスノー
ト」「セーフティハンドブック」　を
受け取り、下記の説明を必ず受けてく
ださい。

● お車の正しい取り扱い方について
● 保証の内容と保証期間について
● 保証書の発行方法について
● 初回点検について
● 日常点検、定期点検整備について
● 車両の確認とお受け取りの署名につ
いて

● 車を譲られる場合、次の方にこの取
扱説明書およびメンテナンスノート
をお渡しください。

● 仕様の変更等により図や内容が一部
実車と異なる場合がありますので、
ご了承ください。

● この車は、運転者を含めて2名まで
乗車できます。

● この車は排出ガス規制適合車です。



本書では正しい取り扱い方法および
点検・整備に関する重要な事項を、次
のシンボルマークで示しています。

危危険険
取取りり扱扱いいをを誤誤っったた場場合合、、死死亡亡ままたたはは
重重大大なな傷傷害害にに至至るる可可能能性性がが大大ききいい
とと想想定定さされれるる場場合合をを示示ししてていいまますす。。

警警告告
取取りり扱扱いいをを誤誤っったた場場合合、、死死亡亡ままたたはは
重重大大なな傷傷害害にに至至るる可可能能性性がが想想定定ささ
れれるる場場合合をを示示ししてていいまますす。。

注注意意

取取りり扱扱いいをを誤誤っったた場場合合、、物物的的損損害害のの
発発生生がが想想定定さされれるる場場合合をを示示ししてていいまま
すす。。

アアドドババイイスス
○ 製品の操作や整備に関連して知って

おいていただきたいこと、知っておくと
便利なことを説明しています。

カワサキモータース株式会社
株式会社カワサキモータースジャパン

© 2025 カワサキモータース株式会社 2025. 4. 14 (1)
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8 安全運転のために

安安全全運運転転ののたためめにに

ここここににああげげたた項項目目はは日日常常のの走走行行上上非非
常常にに基基本本的的ななももののでですす。。ここれれららののここととをを
守守っってて安安全全運運転転おおよよびび上上手手ななオオーートトババ
イイ操操作作をを心心ががけけままししょょうう。。

車を購入された当初は、いろいろ注
意をはらって運転しますが、少し慣れ
てくるとこれらの注意を忘れがちにな
り、事故を起こす場合があります。

車に乗るとき、いつも心がけねばな
らない重要な注意事項を書いた“安全
項目ラベル”が車に貼ってあります。
これらの注意をいつもお守りくださ
い。

運転する前に
● 取取扱扱説説明明書書ををよよくく読読んんででくくだだささいい。。

車の取り扱いをよくご存じの方も、
この車特有の構造や取り扱い方があ
りますので、この説明書を必ずお読
みください。
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● 日日常常点点検検をを必必ずず行行っっててくくだだささいい。。
車は常に清潔に手入れをし、定めら
れた点検整備を必ず行いましょう。
日常点検については、メンテナンス
ノートの “日常点検”をご覧くださ
い。

● 定定期期点点検検をを必必ずず行行っっててくくだだささいい。。
定期点検については、メンテナンス
ノートの “定期点検”をご覧くださ
い。

● ガガソソリリンンのの補補給給はは、、必必ずずエエンンジジンンをを止止
めめ、、火火気気厳厳禁禁でで行行っっててくくだだささいい。。
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● 排排出出ガガススににはは、、一一酸酸化化炭炭素素等等のの有有害害
なな成成分分がが含含ままれれてていいまますす。。エエンンジジンン
始始動動、、暖暖機機運運転転はは、、風風通通ししのの良良いい場場
所所でで行行っっててくくだだささいい。。

服装
● 運転者と同乗者は、必ずヘルメット

を着用してください。これは、法令
でも定められています。
– ヘルメットは正しくかぶり、あ

ごひもを確実に締めてくださ
い。

– ヘルメットは二輪車用でPSCマー
クのあるものを必ずお選びくだ
さい。頭にしっくり合って、圧
迫感のないものをお選びくださ
い。

● ヘルメットにはフェースシールドを
取り付けてください。取り付けでき
ないときは、ゴーグルを使用してく
ださい。

● 手袋を着用してください。手袋は、
摩擦に強い皮製のものが適していま
す。

● 可能な限り身体の各部（胸、肩、背
中、ひじ、ひざ等）を保護する機能
のあるライディングウェアを着用し
てください。または、身体各部を保
護するプロテクタを装着してくださ
い。
– 身体の露出が少ない長ズボンと

長袖のジャケットを着用してく
ださい。疲労を少なくし、万一
の転倒時には身体を保護しま
す。
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– 動きやすい服を着用してくださ
い。

– すその広がったズボンや袖口の
広い服は、ブレーキやクラッ
チ、チェンジ操作の邪魔になり
思わぬ事故の原因にもなります
ので避けてください。

– 被視認性の観点から、明るく目
だつ色の動きやすい服を着用し
てください。

● 靴は、ブレーキ操作やチェンジ操作
のしやすいものを着用してくださ
い。また、くるぶしまで覆う、足に
あったサイズのものを選んでくださ
い。

警警告告
● ヘヘルルメメッットトはは正正ししくく着着用用ししててくくだだささ

いい。。正正ししくく着着用用ししてていいなないいとと、、事事故故
のの際際、、死死亡亡ままたたはは重重大大なな傷傷害害にに
至至るる可可能能性性がが高高くくななりりまますす。。

● 運運転転者者とと同同乗乗者者はは乗乗車車時時、、ヘヘルル
メメッットト、、保保護護具具おおよよびび保保護護性性のの高高
いい服服をを必必ずず着着用用ししててくくだだささいい。。



12 安全運転のために

荷物を積むときは
● 荷物を積んだときは、積まないとき

にくらべて操縦安定性が変わりま
す。荷物を積むときは、““積積みみ過過ぎぎ
なないい””、、““荷荷物物ををししっっかかりりとと固固定定すするる””等
充分注意して、安全に走行してくだ
さい。

乗り方
● 走行中は、運転者は両手でハンドル

を握り、両足をステップに置いてく
ださい。

● 同乗者には、両手で体をしっかり固
定させ、両足は必ず、同乗者用ス
テップに乗せさせてください。

● この車の乗車定員は2名です。な
お、次の運転者は法令により2人乗
りすることはできません。
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一一般般道道路路
免許取得後1年未満の運転者

高高速速道道路路
免許取得後3年未満の運転者、20歳

未満の運転者、または2人乗り運転が
禁止されている区間
● 急急激激ななハハンンドドルル操操作作やや片片手手運運転転はは

横横すすべべりりやや転転倒倒のの原原因因ととななりりまますす。。
絶絶対対ににおおややめめくくだだささいい。。

駐車するときは

警警告告
可可燃燃物物近近くくででのの運運転転、、駐駐車車はは、、火火災災
のの原原因因ととななるる可可能能性性ががあありりまますす。。背背
のの高高いい植植物物、、枯枯れれ木木、、枯枯れれ葉葉、、等等のの
可可燃燃物物ががママフフララ等等のの排排気気系系部部品品にに
触触れれるるよよううなな場場所所でで、、アアイイドドリリンンググしし
たたりり駐駐車車ししたたりりししなないいででくくだだささいい。。

警警告告
エエンンジジンンやや排排気気系系統統はは運運転転中中やや停停
止止後後ししばばららくくのの間間はは高高温温ののたためめ、、やや
けけどどををおおここすす可可能能性性ががあありりまますす。。
● エエンンジジンンやや排排気気系系統統ににはは触触れれなな

いいででくくだだささいい。。
● 駐駐車車すするるととききはは交交通通のの邪邪魔魔にになならら

なないい、、安安全全なな場場所所でで他他のの方方ががママフフ
ララ、、エエンンジジンンにに触触れれるるここととののなないい
場場所所にに駐駐車車ししててくくだだささいい。。
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● 車は水平でしっかりとした地面の場
所に駐車してください。やむをえず
傾斜地や柔らかい地面等の不安定な
場所に駐車するときは、車の転倒、
動き出しのないよう、安全処置に充
分留意してください。

● 交通の邪魔にならない安全な場所に
駐車してください。

● エンジン回転中や停止後しばらくの
間はマフラ、エンジンに触れないで
ください。

● マフラ、エンジンが熱くなっていま
す。他の方が触れることのない場所
に駐車してください。やむをえず子
供が遊ぶ施設や人通りの多いところ
に駐車するときは、他の方がマフ
ラ、エンジンに触れないように配慮
してください。
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洗車後や水たまりを走行したときは
● 洗車後や水たまりを走行した後は、

ブレーキの効きが悪くなる場合があ
ります。

● ブレーキの効きが悪いときは、周囲
の交通状況に充分注意して低速で走
行しながら、ブレーキの効きが回復
するまでブレーキを軽く作動させ
て、ブレーキの湿りを乾燥させてく
ださい。

タイヤ
● 異なった種類のタイヤを使用した

り、指定サイズ以外のタイヤを使用
することは、車の走行安定性に悪影
響を及ぼしますので使用しないでく
ださい。

調整
● 自己流のエンジン調整、部品の取り

外しは行わないでください。エンジ
ンの調整はカワサキ正規取扱店にお
まかせください。
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触媒装置
● この車のマフラには、触媒装置が内

蔵されています。この触媒装置の働
きによって排出ガスに含まれる一酸
化炭素（CO)、炭化水素（HC)、窒素
酸化物（NOｘ）の有害物質の排出量
を低減します。
触媒装置の適切な使用のため、下記
の注意点をご確認ください。

改造
● 車車のの構構造造やや機機能能にに関関係係すするる改改造造はは、、

操操縦縦性性をを悪悪化化ささせせたたりり、、排排気気音音をを大大
ききくくししたたりり、、ひひいいててはは車車のの寿寿命命をを縮縮めめ
るるここととににななりりまますす。。

● 車車をを改改造造すするるここととはは法法律律にに触触れれるるここ
ととはは勿勿論論、、他他のの人人へへのの迷迷惑惑行行為為ととなな
りりまますす。。

● 他他ののママフフララををここのの車車にに取取りり付付けけまますす
とと、、排排出出ガガスス規規制制にに適適合合ししななくくななるる可可
能能性性ががあありりまますす。。ママフフララをを交交換換すするる
場場合合ははカカワワササキキ正正規規取取扱扱店店ににごご相相
談談くくだだささいい。。

● ママフフララににはは、、カカワワササキキ純純正正部部品品をを表表
わわすす““KKaawwaassaakkii””ママーーククがが刻刻印印さされれてて
いいまますす。。

A．KKaawwaassaakkiiマーク
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警警告告
可可燃燃物物近近くくででのの運運転転、、駐駐車車はは、、火火災災
のの原原因因ととななるる可可能能性性ががあありりまますす。。背背
のの高高いい植植物物、、枯枯れれ木木、、枯枯れれ葉葉、、等等のの
可可燃燃物物ががママフフララ等等のの排排気気系系部部品品にに
触触れれるるよよううなな場場所所でで、、アアイイドドリリンンググしし
たたりり駐駐車車ししたたりりししなないいででくくだだささいい。。

警警告告
エエンンジジンンやや排排気気系系統統はは運運転転中中やや停停
止止後後ししばばららくくのの間間はは高高温温ののたためめ、、やや
けけどどををおおここすす可可能能性性ががあありりまますす。。
● エエンンジジンンやや排排気気系系統統ににはは触触れれなな

いいででくくだだささいい。。
● 駐駐車車すするるととききはは交交通通のの邪邪魔魔にになならら

なないい、、安安全全なな場場所所でで他他のの方方ががママフフ
ララ、、エエンンジジンンにに触触れれるるここととののなないい
場場所所にに駐駐車車ししててくくだだささいい。。

昼間もヘッドライトオン
● この車は、イグニションスイッチを

オンにすると、ヘッドライトが点灯
するデイライトシステム（昼間点灯
システム）を採用しています。

注注意意

● イイググニニシショョンンススイイッッチチががオオンンののまま
まま、、ままたたははエエンンジジンン始始動動後後、、アアイイドド
リリンンググ状状態態でで長長時時間間放放置置すするるとと、、
ババッッテテリリああががりりのの原原因因ととななりりまますす。。

● 車車かからら離離れれるるととききはは必必ずずスステテアアリリ
ンンググロロッッククををかかけけ、、キキーーをを抜抜いいてて
おお持持ちちくくだだささいい。。金金属属製製キキーーホホルル
ダダはは、、使使用用ししなないいででくくだだささいい。。まま
たた、、イイググニニシショョンンキキーーににリリンンググ等等でで
他他ののキキーーををつつななげげなないいででくくだだささ
いい。。走走行行中中、、キキーーホホルルダダやや他他のの
キキーーがが車車のの部部品品をを傷傷つつけけたたりり、、
キキーーシシリリンンダダのの損損傷傷のの原原因因ととななりり
まますす。。
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カウリングの取り扱い上の注意
● 走行中は、カウリングと車体の間

に、物を置かないでください。ハン
ドル操作に悪影響を及ぼすおそれが
あります。

● ブレーキ液、ガソリン、洗浄液等の
化学物質が、スクリーンやカウリン
グ本体にかかると、損傷の原因とな
りますので注意してください。

● スクリーンを洗浄する時は、表面を
傷つけないように、水またはぬるま
湯をかけながら、柔らかい布または
スポンジで拭いてください。
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主主要要諸諸元元

エエンンジジンン

エンジンオイル カワサキ純正4サイクルオイル（83ページ参照）

エンジンオイル量 2.0 L

冷却液量 1.3 L

スパークプラグ NGK SILMAR9B9

スパークプラグギャップ 0.8 ∼ 0.9 mm

フフレレーームム

タイヤサイズ：

前輪 110/70-17 M/C 54H

後輪 140/70-17 M/C 66H

燃料タンク容量（車体直立状
態）

14 L

ブレーキフルード DOT4

電電装装品品

バッテリ 12 V 8 Ah (10 HR)
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ヘッドライト：

ハイビーム LED

ロービーム LED

ポジションライト LED

ブレーキ／テールライト LED

ターンシグナルライト：

フロント 12 V 10 W (RY10W)

リヤ 12 V 10 W (WY10W)

ライセンスプレートライト 12 V 5 W (W5W)

この車のポジションライト、ブレーキ／テールライトとヘッドライトにはLED
（発光ダイオード）を採用しています。LEDライトが一つでも点灯しない時は、
カワサキ正規取扱店にご相談ください。

詳しい諸元の情報については、カワサキウェブサイトで最新情報をご確認くだ
さい。また、仕様は予告なく変更される場合があります。
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【主要諸元】
https://pws.ktivs.net/dispeBook?file=99888-0164-01&lang_code=JA

https://pws.ktivs.net/dispeBook?file=99888-0164-01&lang_code=JA
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各各部部のの名名称称

1. バックミラー
2. スタータロックアウトスイッチ
3. メータユニット
4. ブレーキリザーバ（フロント）
5. クラッチレバー
6. 左ハンドルスイッチ
7. イグニションスイッチ／ステアリングロック

8. 右ハンドルスイッチ
9. スロットルグリップ
10. フロントブレーキレバー
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1. ヘッドライト
2. ターンシグナルライト
3. 燃料タンク
4. エアクリーナ
5. ヒューズボックス
6. 運転者用シート
7. スプリング初期荷重アジャスタ
8. 同乗者用シート
9. 荷掛けフック

10. シートロック
11. チェーンアジャスタ
12. ドライブチェーン
13. サイドスタンド
14. リヤショックアブソーバ
15. シフトペダル
16. サイドスタンドスイッチ
17. ヘルメットロック
18. フロントフォーク
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1. ライセンスプレートライト
2. ブレーキ／テールライト
3. ヘルメットフック
4. シートストラップ
5. ツールキット
6. ブレーキリザーバ（リヤ）
7. バッテリ
8. 燃料タンクキャップ
9. スパークプラグ

10. 冷却液リザーブタンク
11. ブレーキディスク
12. ブレーキキャリパ
13. オイルレベル点検窓
14. ブレーキペダル
15. リヤブレーキライトスイッチ
16. リヤステップ
17. マフラ
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エエンンジジンン番番号号・・車車台台番番号号

エンジン番号・車台番号は車の登録のために使われます。これらの番号はカワ
サキ正規取扱店に部品を注文する時に必要であり、盗難にあった場合、多くの同
機種の車、あるいはいくらか特徴の似ている車の中からあなたの車を捜し出す手
掛かりにもなります。

あなたの車のエンジン番号・車台番号を下記の欄に記入してください。

エンジン番号

A．エンジン番号

車台番号

A．車台番号
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メメーータタのの見見方方・・使使いい方方

メータユニット

A. 上メータボタン
B. 下メータボタン
C. 緑色左ターンシグナルインジケータ
D. 緑色右ターンシグナルインジケータ
E. 黄色ABSインジケータ
F. 黄色エンジン警告インジケータ
G. タコメータ
H. レッドゾーン
I. 青色ハイビームインジケータ
J. 赤色警告インジケータ
K. バッテリ電圧警告インジケータ
L. 油圧警告インジケータ
M. 水温警告インジケータ
N. 緑色ニュートラルインジケータ
O. マルチファンクションメータ
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（A）上メータボタン／（B）下メータボタ
ン

メータの上メータボタンまたは下
メータボタンを操作することにより、
マルチファンクションメータ の表示
の切り替えや、表示の設定を変更する
ことができます。

（C）緑色左／（D）緑色右ターンシグ
ナルインジケータ

：ターンシグナルスイッチを
の方に入れると左ターンシグナル

インジケータが、 の方に入れると
右ターンシグナルインジケータが点滅
します。

（E）黄色ABSインジケータ

：通常ABSインジケータは、イ
グニションスイッチをオンにしたとき
に点灯し、走り始めると消灯します。

ABSが正常な場合は、インジケータ
は消灯したままになります。

ABSに異常がある場合は、インジ
ケータが点灯したままになります。

インジケータが点灯しているとき
は、ABSは作動しません。しかし、ABS
が故障しても通常のブレーキシステム
は正常に作動します。

詳しい説明は、「正しい運転操作」
の章の「ABS」の項を参照してくださ
い(69ページを参照)。

（F）黄色エンジン警告インジケータ

：エンジン警告インジケータ
は、イグニションスイッチをオンにし
たときに点灯し、エンジン始動後に消
灯します。エンジン警告インジケータ
は、FI（フューエルインジェクショ
ン）システムに異常が発生したときに
点灯または点滅します。

もしエンジン始動後に点灯または点
滅し続けた場合は、カワサキ正規取扱
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店でFI（フューエルインジェクショ
ン）システムの点検をお受けくださ
い。

（G）タコメータ／（H）レッドゾーン

タコメータは毎分のエンジン回転速
度を示します。タコメータにはレッド
ゾーンがあります。

指針がレッドゾーンに入らないよう
に運転してください。

注注意意

レレッッドドゾゾーーンンはは、、エエンンジジンンのの許許容容回回
転転速速度度をを超超ええるる領領域域をを示示ししたたもものの
でで、、レレッッドドゾゾーーンンにに入入るるよよううなな運運転転ああ
るるいいははレレッッドドゾゾーーンン内内ででのの運運転転はは、、
エエンンジジンン故故障障のの原原因因ととななりりまますすのの
でで、、そそののよよううなな運運転転ををししなないいよよううににおお
願願いいししまますす。。

A. タコメータ
B. レッドゾーン

イグニションスイッチをオンにする
と、動作確認のため、タコメータの指
針が最大位置まで動き、その後“0”に
戻ります。もし、メータの指針が正常
に動かないときは、カワサキ正規取扱
店にご相談ください。
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（I）青色ハイビームインジケータ

：ハイビームインジケータは、
ヘッドライトの照射をハイビーム（上
向き）にすると点灯します。

（J）赤色警告インジケータ

：赤色警告インジケータは、イ
グニションスイッチをオンにしたとき
に点灯し、エンジンが始動すると消灯
します。赤色警告インジケータが点灯
したときは、マルチファンクション
メータのバッテリ電圧警告インジケー
タ、油圧警告インジケータ、水温警告
インジケータのいずれかも点灯してい
ます。もし点灯したときは、これらの
警告インジケータを確認してくださ
い。

（K）バッテリ電圧警告インジケータ

：バッテリ電圧警告インジケー
タは、イグニションスイッチをオンに

したときに点灯し、すぐに消灯しま
す。バッテリ電圧警告インジケータ
は、バッテリ電圧が11.0 V以下または
16.0 V以上のときに点灯します。11.0
V以下の場合は、バッテリを充電して
ください。

16.0 V以上の場合もしくはバッテリ
を充電した後でも点灯する場合は、
バッテリまたは充電系統についてカワ
サキ正規取扱店にて点検をお受けくだ
さい。

（L）油圧警告インジケータ

：油圧警告インジケータは、イ
グニションスイッチをオンにしたとき
に点灯し、エンジンが始動すると消灯
します。走行中に点灯するのは潤滑系
統の異常です。

もし走行中に点灯した場合は、エン
ジンを停止し、エンジンオイル量を点
検してください。オイル量が正常でも
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点灯する場合は、カワサキ正規取扱店
で点検をお受けください。

警警告告
警警告告イインンジジケケーータタがが点点灯灯ししたたまままま走走
行行をを続続けけるるとと、、エエンンジジンン不不調調にによよりり
事事故故ににつつななががるる可可能能性性ががあありりまますす。。
点点灯灯ししたたらら直直ちちににカカワワササキキ正正規規取取扱扱
店店にに相相談談ししててくくだだささいい。。

（M）水温警告インジケータ

：水温警告インジケータは、イ
グニションスイッチをオンにしたとき
に点灯し、すぐに消灯します。水温警
告インジケータは、冷却液が高温にな
ると点灯します。もし水温警告インジ
ケータが点灯した場合は、エンジンを
停止し、エンジンが冷えてからリザー
ブタンクの冷却液の量を点検してくだ
さい。カワサキ正規取扱店で冷却シス
テムの点検をお受けください。

注注意意

水水温温警警告告イインンジジケケーータタがが点点灯灯ししたた時時
はは走走行行ししなないいででくくだだささいい。。ももしし続続けけてて
走走行行すするるとと、、エエンンジジンンがが損損傷傷すするる原原
因因ととななりりまますす。。

（N）緑色ニュートラルインジケータ

：緑色ニュートラルインジケー
タは、トランスミッションがニュート
ラルのときに点灯します。
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（O）マルチファンクションメータ

A. ギヤポジションインジケータ
B. 燃料計
C. マルチファンクションディスプレイ
– オドメータ
– トリップメータA
– トリップメータB

D. スピードメータ
E. ECO走行インジケータ
F. マルチファンクションディスプレイ
– 瞬間燃費
– 平均燃費
– 航続可能距離

G. 水温計
H. 時計

イグニションスイッチをオンにする
と、全てのLCDセグメントが表示さ
れ、数秒間オープニング表示を行いま
す。その後、通常動作の状態で表示さ
れます。
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ギヤポジションインジケータ
トランスミッションがシフトされた

ときに、対応するギヤ位置（1速から6
速）を表示します。ギヤがニュートラ
ルのときは、ニュートラルインジケー
タが点灯します。

1
ギヤが1速に入っているとき
は、“1”を表示します。

2
ギヤが2速に入っているとき
は、“2”を表示します。

3
ギヤが3速に入っているとき
は、“3”を表示します。

4
ギヤが4速に入っているとき
は、“4”を表示します。

5
ギヤが5速に入っているとき
は、“5”を表示します。

6
ギヤが6速に入っているとき
は、“6”を表示します。

A. 緑色ニュートラルインジケータ
B. ギヤポジションインジケータ

アアドドババイイスス
○ マルチファンクションメータのギヤポジ

ションが“–”を表示しているときは、ギ
ヤが正しく1速に入っていません。ギヤ
を確実に入れてください。

燃料計
燃料タンクの残量は、表示されるセ

グメントの数によって示されます。燃
料が満タンの時は、燃料計の全セグメ
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ントが表示されます。燃料計が正しく
表示されない場合は、カワサキ正規取
扱店で燃料計の点検をお受けくださ
い。燃料が減るに従ってセグメントは
“F”から順に“E”の方へ消えていき、燃
料タンク内の残量を示します。残量が
少なくなると、一番下のセグメントと
燃料シンボルが点滅します。燃料を早
めに補給してください。

点点滅滅時時のの燃燃料料残残量量：：22..99 LL

サイドスタンド状態においては、燃
料計は燃料量を正確に表示しません。
車体を正立状態にして、燃料量の確認
を行ってください。

A．燃料シンボル
B. セグメント（E）

全てのセグメントと燃料シンボルが
点滅した場合、配線の断線やショート
が考えられます。カワサキ正規取扱店
にて配線の点検をお受けください。
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キロメートル・マイル単位表示

“km/h·mph”
マルチファンクションメータ内の単

位表示は、切り替えることができま
す。

ススピピーードドメメーータタ：：

キキロロメメーートトルル（（kkmm//hh））・・ママイイルル（（mmpphh））

日本国内では、スピードメータの表
示をキロメートル（km/h）に合わせて
ください。

アアドドババイイスス
○ 誤った単位を表示して走行しないでく

ださい。切り替え方法は、以下の手順
に従ってください。

● 上メータボタンを押して、オドメー
タを表示します。

● 上メータボタンを押しながら下メー
タボタンを押すと、メータの単位表
示が次のように切り替わります。

マルチファンクションディスプレイ

表示切り替え
メータの上メータボタンまたは下

メータボタンを操作することにより、
マルチファンクションディスプレイの
表示を次のように切り替えることがで
きます。
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A. 上メータボタン
B. 下メータボタン
C. 上メータボタンを押したときの切り替え順序
D. 下メータボタンを押したときの切り替え順序
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警警告告
走走行行中中ににデデジジタタルルメメーータタのの表表示示のの切切
りり替替ええをを行行ううとと走走行行安安定定性性をを失失いい事事
故故ににつつななががるる可可能能性性ががあありりまますす。。走走
行行中中はは操操作作をを行行わわなないいででくくだだささいい。。
走走行行中中はは両両手手ででハハンンドドルルをを握握りり、、両両
足足ををスステテッッププにに置置いいててくくだだささいい。。

オドメータ

“ODO”
走行した総走行距離を示します。定

期点検整備の目安となります。オド
メータは “0”に戻すことはできませ
ん。

アアドドババイイスス
○ 総走行距離のデータはバッテリが放電

またはバッテリを取り外した場合でも
継続されます。

○ オドメータは、“999999”までカウントで
きます。それを超えた場合は“999999”
の表示で固定されます。

トリップメータA/B

“TRIP A” “TRIP B”
メータを“0.0”に戻した時点からの

走行距離を示します。
TRIP A（トリップメータA） 0.0 ∼

9999.9
TRIP B（トリップメータB） 0.0 ∼

9999.9
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トリップメータを“0.0”に戻すとき
は、下記の手順で行います。
● 上メータボタンを押して、トリップ

メータAまたはトリップメータBを表
示します。

● 上メータボタンを2秒以上押すと
“0.0”に戻ります。

アアドドババイイスス
○ トリップメータは、“9999.9”までカウント

したとき“0.0”に戻ります。

瞬間燃費
瞬間燃費を表示します。表示は4秒

毎に更新されます。

アアドドババイイスス
○ イグニションスイッチをオンにしたとき、

数値は“- -.-”が表示されます。走行し
た数秒後に数値が表示されます。

平均燃費
測定を開始した時点からの平均燃費

を表示します。表示は5秒毎に更新さ
れます。

平均燃費が表示されているときに、
下メータボタンを長押しすると“- -.-”
に戻ります。

アアドドババイイスス
○ 平均燃費リセット後は、100 m走行する

までは数値が表示されません。
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○ 平均燃費は、イグニションスイッチがオ
フでも “- -.-”に戻りません。しかし、
バッテリが放電またはバッテリを取り
外した場合には、平均燃費は“- -.-”に
戻ります。

航続可能距離
燃料タンク残量に基づいて、航続可

能距離を表示します。表示は20秒毎に
更新されます。

アアドドババイイスス
○ 燃料が少なくなり燃料シンボルが点滅

し始めた後、しばらく走行を続けると航
続可能距離は表示されなくなります。

○ 燃料を補給すれば燃料シンボルの点
滅は止まり、航続可能距離は表示され
るようになります。航続可能距離は、

燃料残量が少ないときにでも表示され
ますが正確ではありません。

スピードメータ
走行中の速度を示します。法定速度

を守り安全走行してください。

ECO走行インジケータ
運転者が燃料消費を抑えた走行を

行っているとき、ECO走行インジケー
タがマルチファンクションメータに表
示され、低燃費走行であることが確認
できます。ECO走行インジケータが表
示される運転を心がけることで、燃料
効率を高めることができます。

A. ECO走行インジケータ
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警警告告
EECCOO走走行行イインンジジケケーータタにに気気をを取取らられれ
過過ぎぎてて道道路路やや交交通通のの状状況況へへのの注注意意
をを怠怠るるとと、、死死亡亡やや傷傷害害ににつつななががるる事事
故故をを引引きき起起ここすす可可能能性性ががあありりまますす。。
常常にに広広いい視視野野ををももっってて運運転転ししててくくだだ
ささいい。。

水温計
冷却液の温度を示します。
水温は水温計内のCとHの間をセグメ

ントによって表示されます。水温計が
正しく表示されないときは、カワサキ
正規取扱店にご相談ください。水温が
高温になると、全6セグメントが表示
され、水温警告インジケータと赤色警
告灯インジケータが点灯します。もし
水温警告インジケータと赤色警告イン
ジケータが点灯したときは、エンジン
を止めエンジンが冷えてからリザーブ
タンクの冷却液の量を点検してくださ

い。カワサキ正規取扱店で、冷却シス
テムの点検をお受けください。

A. 赤色警告インジケータ
B. 水温警告インジケータ

注注意意

水水温温警警告告イインンジジケケーータタがが点点灯灯ししたた時時
はは走走行行ししなないいででくくだだささいい。。ももしし続続けけてて
走走行行すするるとと、、エエンンジジンンがが損損傷傷すするる原原
因因ととななりりまますす。。
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時計

“CLOCK”
時刻を表示します。

時計の時刻調整の仕方
● イグニションスイッチをオンにしま

す。
● 上メータボタンと下メータボタンを

2秒以上押して時刻調整モードにし
ます。時刻調整モードになると表示
中の＜時＞と＜分＞の数字が点滅し
ます。

● 下メータボタンを2秒以上押して12
／24時間表示モードにします。

● 上メータボタンを押して12または24
時間表示を選択します。

● 下メータボタンを1回ずつ押すと、
時刻調整モードに戻り、点滅位置が
＜時＞→＜分＞に順次変わります。
数字を合わせたいところに点滅位置
を合わせます。

● 数字合わせは上メータボタンを押し
て行います。

● 時刻を合わせ終われば、下メータボ
タンを押して、＜時＞と＜分＞の数
字を点滅させます。

● 最後に上メータボタンを押します。
これで表示の点滅はなくなり、時計
の表示に戻ります。

A. 上メータボタンと下メータボタンを2秒以上押した
ときの切り替え順序

B. 下メータボタンを押したときの切り替え順序
C. 上メータボタンを押したときの切り替え順序
D. 下メータボタンを2秒以上押したときの切り替え

順序
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アアドドババイイスス
○ 時計はイグニションスイッチがオフでも

動いています。しかし、バッテリが放電
またはバッテリを取り外した場合に
は、時計が “1：00”（24時間表示では
“13：00”）にリセットされるため表示時
間を調整する必要があります。

○ 表示時間を調整するときは、上メータ
ボタンを1回ずつ押すと、1時間毎また
は1分毎に変わります。上メータボタン
を押した状態にすると時間または分の
単位が連続して変わります。
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ススイイッッチチのの使使いい方方

イグニションスイッチ
イグニションスイッチは3段切換え

です。キーを回してオン、オフ、ロッ
クを切り替えます。

キキーーのの
位位置置

作作用用
キキーーのの
脱脱着着

OONN エエンンジジンンはは始始動動しし走走行行
ででききるる。。すすべべててのの電電装装
部部品品がが使使用用ででききるる。。

抜抜けけなな
いい

OOFFFF エエンンジジンンがが停停止止すするる。。エエ
ンンジジンンはは始始動動ででききなないい。。
電電気気回回路路をを遮遮断断すするる。。

抜抜けけるる

LLOOCCKK
エエンンジジンンはは始始動動ででききなな
いい。。電電気気回回路路をを遮遮断断すす
るる。。スステテアアリリンンググががロロッッ
ククさされれるる。。

抜抜けけるる

警警告告
走走行行中中ににイイググニニシショョンンキキーーををオオフフやや
ロロッッククにに操操作作すするるとと電電気気系系統統のの作作動動
がが停停止止しし、、負負傷傷やや死死亡亡事事故故ににつつなな
ががるる可可能能性性ががあありりまますす。。イイググニニシショョンン
キキーーはは必必ずず停停車車中中にに操操作作ししててくくだだささ
いい。。
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アアドドババイイスス
○ イグニションスイッチをオンにしたとき、

ヘッドライト、ポジションライト、テール
ライト、ライセンスプレートライトが点灯
します。

注注意意

● イイググニニシショョンンススイイッッチチががオオンンののまま
まま、、ままたたははエエンンジジンン始始動動後後、、アアイイドド
リリンンググ状状態態でで長長時時間間放放置置すするるとと、、
ババッッテテリリああががりりのの原原因因ととななりりまますす。。

● 車車かからら離離れれるるととききはは必必ずずスステテアアリリ
ンンググロロッッククををかかけけ、、キキーーをを抜抜いいてて
おお持持ちちくくだだささいい。。金金属属製製キキーーホホルル
ダダはは、、使使用用ししなないいででくくだだささいい。。まま
たた、、イイググニニシショョンンキキーーににリリンンググ等等でで
他他ののキキーーををつつななげげなないいででくくだだささ
いい。。走走行行中中、、キキーーホホルルダダやや他他のの
キキーーがが車車のの部部品品をを傷傷つつけけたたりり、、
キキーーシシリリンンダダのの損損傷傷のの原原因因ととななりり
まますす。。

ステアリングロック
車から離れるときは、盗難予防のた

め必ずステアリングロックをかけ、
キーを抜いてお持ちください。

チェーンロック等のご使用もおすす
めします。

かけ方
● ハンドルを左にきります。
● ロックの位置にするときは、オフの

位置でキーを押し込み、そのまま
ロックの位置まで回します。

● ハンドルを軽く左右に動かし確実に
ロックされているか確認します。

● キーを抜きます。
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警警告告
エエンンジジンンやや排排気気系系統統はは運運転転中中やや停停
止止後後ししばばららくくのの間間はは高高温温ののたためめ、、やや
けけどどををおおここすす可可能能性性ががあありりまますす。。
● エエンンジジンンやや排排気気系系統統ににはは触触れれなな

いいででくくだだささいい。。
● 駐駐車車すするるととききはは交交通通のの邪邪魔魔にになならら

なないい、、安安全全なな場場所所でで他他のの方方ががママフフ
ララ、、エエンンジジンンにに触触れれるるここととののなないい
場場所所にに駐駐車車ししててくくだだささいい。。

はずし方
● キーを差し込みます。
● キーをオフの位置まで回します。

警警告告
ハハンンドドルルののききれれ角角がが左左右右均均等等ででなないい
とと、、死死亡亡ままたたはは重重大大なな傷傷害害ととななるる事事
故故ににつつななががるる可可能能性性ががあありりまますす。。走走
行行前前ににハハンンドドルルをを左左右右にに動動かかししてて、、
ハハンンドドルルののききれれ角角がが左左右右均均等等ででああるる
ここととをを確確認認ししててくくだだささいい。。

左ハンドルスイッチ

A．ディマスイッチ
B．ターンシグナルスイッチ
C．ホーンボタン
D. パッシングボタン

(A)ディマスイッチ

ヘッドライトの照射の上下切り替え
はディマスイッチで行います。ヘッド
ライトの照射をハイビーム（上向き）



スイッチの使い方 45

にすると、ハイビームインジケータが
点灯します。

· · ·上向き · · ·下向き

アアドドババイイスス
○ ヘッドライト点灯時にレンズ部分を衣

類等でさえぎらないでください。ヘッド
ライトの熱によりレンズ部が変色、溶
損等を引き起こす可能性が有ります。
また、さえぎった衣類等にも影響を及
ぼす可能性がありますので、行わない
でください。

(B)ターンシグナルスイッチ

右左折するときや進路を変更すると
きは、ターンシグナルで合図します。

スイッチを左（ ）または右（
）に入れると、メータユニットの

ターンシグナルインジケータが、ター
ンシグナルライトと共に点滅します。

· · ·左折 · · ·右折

警警告告
タターーンンシシググナナルルススイイッッチチはは自自動動的的にに
解解除除ししまませせんん。。使使用用後後はは必必ずずススイイッッ
チチをを操操作作ししてて解解除除ししててくくだだささいい。。つつけけ
たたままままににししてておおくくとと他他のの方方のの判判断断をを
誤誤ららせせてて事事故故ををままねねくく可可能能性性ががあありり
まますす。。

注注意意

正正規規ののワワッットト数数以以外外のの電電球球をを使使用用すす
るるととタターーンンシシググナナルルラライイトトはは正正常常にに
作作動動ししまませせんん。。必必ずず正正規規ののワワッットト数数
ののももののをを使使用用ししててくくだだささいい。。

(C)ホーンボタン

ホーンボタンを押すとホーンが鳴り
ます。ホーンが正常に作動しない時
は、ホーンが故障しています。
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アアドドババイイスス
○ 必要なとき以外は使用しないでくださ

い。

(D)パッシングボタン

ボタンを押すとヘッドライトのハイ
ビーム（上向き）が点灯します。先行
車を追い越すとき等他車に対して合図
をするときに使用します。

アアドドババイイスス
○ パッシングボタンは人差し指で操作し

てください。
○ ディマスイッチが （上向き）の位置

の時は使用できません。

右ハンドルスイッチ

A．スタータボタン
B．エンジンストップスイッチ

(A)スタータボタン

イグニションスイッチをオンにし、
エンジンストップスイッチを の位
置にしてスタータボタンを押すと、ス
タータが作動してエンジンが始動しま
す。
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注注意意

ススタターータタモモーータタをを連連続続ししてて回回転転ささせせ
なないいででくくだだささいい。。消消費費電電力力がが多多いいたた
めめババッッテテリリああががりりのの原原因因ととななりりまますす。。

(B)エンジンストップスイッチ

エンジンを始動するときは、イグニ
ションスイッチをオンにすると共にエ
ンジンストップスイッチを の位置
にします。 の位置ではエンジンは
始動できません。

エンジンストップスイッチは、転倒
またはスロットル系統に故障を生じた
とき等の非常時にエンジンを停止させ
るために使用します。

注注意意

● エエンンジジンンスストトッッププススイイッッチチででエエンンジジ
ンン停停止止後後、、すすぐぐににイイググニニシショョンンスス
イイッッチチををオオフフににししててくくだだささいい。。オオンン
ののままままににししてておおくくとと、、ババッッテテリリああがが
りりのの原原因因ととななりりまますす。。

● 走走行行中中ににエエンンジジンンスストトッッププススイイッッチチ
をを →→ →→ ににすするるととエエンン
ジジンン回回転転がが円円滑滑にに作作動動ししななくくなな
りり、、エエンンジジンンにに悪悪影影響響をを及及ぼぼすす原原
因因ととななりりまますす。。



48 各部の取り扱い方

各各部部のの取取りり扱扱いい方方

サイドスタンド
この車にはサイドスタンドがありま

す。
サイドスタンドを使ったときは、発

進する前に、サイドスタンドを確実に
格納する習慣をつけてください。サイ
ドスタンドが降りたままギヤを入れる
と、サイドスタンドスイッチとスター
タロックアウトスイッチが働いて、自
動的にエンジンが止まります。

アアドドババイイスス
○ サイドスタンドを使用する時には、ハン

ドルを必ず左にきってください。
○ 車から離れる前にサイドスタンドが確

実にセットされているか確認してくださ
い。

A. サイドスタンド

シート
シートは同乗者、運転者の順で取り

外し可能です。

同乗者用シートの取り外し

● シートロックにイグニションキーを
差し込みます。
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● イグニションキーを時計回りに回し
ながら、同乗者用シートの前側を持
ち上げます。

● 同乗者用シートを前方へ取り外しま
す。

● イグニションキーを抜き取ります。

A. イグニションキー
B. 同乗者用シート

同乗者用シートの取り付け

● 同乗者用シートの後側にあるフック
をフレームのスロットに差し込みま
す。

● 同乗者用シートの前側にある突起部
をラッチ穴に差し込みます。

● 同乗者用シートの前側を下に押し
て、シートをロックします。

A. フック
B. スロット
C. 突起部
D. ラッチ穴
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● 同乗者用シートの前後を軽く持ち上
げて、シートが確実にロックされて
いることを確認します。

運転者用シートの取り外し

● 同乗者用シートを取り外します(48
ページを参照)。

● シートロックケーブルを後方へ引き
ながら、運転者用シートの後側を持
ち上げます。

● 運転者用シートを後方へ取り外しま
す。

A. シートロックケーブル
B. 運転者用シート

運転者用シートの取り付け

● 運転者用シートの前側にあるフック
を燃料タンクブラケットの下に差し
込みます。

● 運転者用シートの後側にあるシート
ラッチをフレームのラッチ穴に差し
込みます。

● 運転者用シートの後側を下に押し
て、シートをロックします。
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A. フック
B. 燃料タンクブラケット
C. シートラッチ
D. ラッチ穴

● 運転者用シートの前後を軽く持ち上
げて、シートが確実にロックされて
いることを確認します。

● 同乗者用シートを取り付けます(49
ページを参照)。

小物入れ
小物入れは、同乗者用シートの下に

あります。
● タブを引いて、仕切りカバーを開き

ます。

A. 仕切りカバー
B. タブ
C. 開く
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A. 小物入れ

荷掛けフック
シートに軽い荷物を結びつける場

合、左右の荷掛けフックを使用してく
ださい。

A. 荷掛けフック

ヘルメットフック
ヘルメットをかけるためのヘルメッ

トフックが同乗者用シートの下にあり
ます。
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警警告告
ヘヘルルメメッットトををヘヘルルメメッットトフフッッククににつつけけたた
状状態態でで走走行行すするるとと、、走走行行のの妨妨げげにになな
りり事事故故ににつつななががるる危危険険性性ががあありりまま
すす。。ままたた、、ヘヘルルメメッットトにに損損傷傷をを与与ええ機機
能能をを低低下下ささせせるる可可能能性性ががあありりまますす。。
ヘヘルルメメッットトををヘヘルルメメッットトフフッッククににつつけけたた
まままま走走行行ししなないいででくくだだささいい。。

ヘルメットフックの使い方

● 同乗者用シートを取り外してヘル
メットの金具をヘルメットフックに
かけます。そして同乗者用シートを
取り付けてロックします。

A. ヘルメットフック

ヘルメットロック
この車には、ヘルメットをかけるた

めのヘルメットロックがあります。ヘ
ルメットロックは、車体の左側にあり
ます。
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警警告告
ヘヘルルメメッットトををヘヘルルメメッットトロロッッククににつつけけ
たた状状態態でで走走行行すするるとと、、走走行行のの妨妨げげにに
ななりり事事故故ににつつななががるる危危険険性性ががあありりまま
すす。。ままたた、、ヘヘルルメメッットトにに損損傷傷をを与与ええ機機
能能をを低低下下ささせせるる可可能能性性ががあありりまますす。。
ヘヘルルメメッットトををヘヘルルメメッットトロロッッククににつつけけ
たたまままま走走行行ししなないいででくくだだささいい。。

ヘルメットロックの使い方

● ヘルメットロックにイグニション
キーを差し込み、キーを時計回りに
回してロックをはずします。

● ヘルメットロックのフックにヘル
メットの金具をかけます。

● フックを閉じてキーを抜きます。

A. ヘルメットロック
B. イグニションキー

アアドドババイイスス
○ ヘルメットロックは、常にロックした状

態にしておいてください。

ツールキット
ツールキットは運転者用シートの下

にあります。ツールキットは整備や調
整などに使用するので常備してくださ
い。
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A. ツールキット
B. バンド

アクセサリコネクタ
この車には、アクセサリコネクタが

あります。

アアドドババイイスス
○ アクセサリコネクタをご使用になる場

合は、専用のリレーが必要となるモデ
ルがあります。

○ アクセサリコネクタをご使用になる場
合は、カワサキ正規取扱店にご相談く
ださい。

A. アクセサリコネクタ（アッパインナカウリングの下）
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B. アクセサリコネクタ（仕切りカバーの下）

アクセサリコ
ネクタ

定格ヒュー
ズ

許容電力合
計

A アクセサリ
5A 25 W

B アクセサリ

注注意意

● アアククセセササリリ用用回回路路ににはは必必ずず定定格格
ののヒヒュューーズズをを使使用用ししててくくだだささいい。。

● ここののアアククセセササリリ用用回回路路ににはは許許容容以以
上上のの負負荷荷ををかかけけなないいででくくだだささいい。。
負負荷荷がが大大ききくくななるるとと、、エエンンジジンンををかか
けけてていいててももババッッテテリリがが放放電電すするる可可
能能性性ががあありりまますす。。

サスペンションセッティング
リヤショックアブソーバスプリング

の初期荷重を、運転者の好みや運転の
状態、路面、積荷の状態に応じて調整
できます。

スプリングの初期荷重の調整

スプリングの初期荷重は、ツール
キット（車載工具）に入っているフッ
クレンチを使ってリヤショックアブ
ソーバのアジャスタを回すことにより
調整できます。



各部の取り扱い方 57

A. アジャスタ
B. フックレンチ（車載工具）

アアドドババイイスス
○ 標準値と調整範囲は、「セッティング

表」を参照してください(58ページを参
照)。

リヤショックアブソーバの取り扱い方

警警告告
リリヤヤシショョッッククアアブブソソーーババににはは、、高高圧圧窒窒
素素ガガススがが封封入入さされれてていいまますす。。取取りり扱扱
いいをを誤誤るるとと爆爆発発すするる可可能能性性ががあありりまま
すす。。
● リリヤヤシショョッッククアアブブソソーーババをを火火中中にに投投

棄棄ししなないいででくくだだささいい。。火火中中にに投投棄棄
すするるとと爆爆発発がが起起ここりり、、危危険険でですす。。

● リリヤヤシショョッッククアアブブソソーーババはは穴穴ををああけけ
たたりり、、分分解解ををししなないいででくくだだささいい。。穴穴
ををああけけたたりり分分解解をを行行ううととオオイイルルがが
吹吹きき出出しし、、危危険険でですす。。

アアドドババイイスス
○ リヤショックアブソーバを廃棄するとき

は、カワサキ正規取扱店にお申しつけ
ください。
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セッティング表

リヤショックアブソーバスプリング初期荷重のセッティング

柔らかめの設定 標標準準 硬めの設定

アジャスタ位置： 1段 22段段 5段

スプリングの作用 弱い ←→ 強い

設定 柔らかい ←→ 硬い

荷重 軽い ←→ 重い

路面 良好 ←→ 悪路

速度 低速 ←→ 高速
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燃燃料料のの補補給給

ガソリンの補給

警警告告
燃燃料料はは非非常常にに引引火火性性がが強強くく、、一一定定のの条条件件下下でではは火火災災やや爆爆発発のの可可能能性性ががあありりまま
すす。。燃燃料料をを取取りり扱扱ううととききああるるいいはは、、給給油油すするるととききはは必必ずずエエンンジジンンをを止止めめ、、火火気気厳厳
禁禁でで行行っっててくくだだささいい。。
● タタババココをを吸吸ううななどど火火気気をを近近づづけけなないいででくくだだささいい。。
● ガガソソリリンンススタタンンドド内内にに掲掲示示さされれてていいるる注注意意事事項項をを守守っっててくくだだささいい。。
● 給給油油はは必必ずず風風通通ししののよよいい屋屋外外でで行行っっててくくだだささいい。。
身身体体にに静静電電気気をを帯帯びびてていいるるとと、、放放電電にによよるる火火花花でで燃燃料料にに引引火火すするる場場合合ががあありりまま
すす。。次次ののここととはは必必ずず守守っっててくくだだささいい。。
● タタンンククキキャャッッププをを開開けけるる前前にに車車体体ままたたはは、、給給油油機機等等のの金金属属部部分分にに触触れれてて身身体体

のの静静電電気気除除去去をを行行っっててくくだだささいい。。
● ガガソソリリンンままたたはは燃燃料料ががここぼぼれれたた場場合合はは、、布布ななどどでで完完全全にに拭拭ききととっっててくくだだささいい。。
● タタンンククキキャャッッププをを開開けけるるななどど、、給給油油機機のの操操作作はは必必ずず、、静静電電気気のの除除去去をを行行っったた人人

おお１１人人でで行行っっててくくだだささいい。。
● 給給油油口口にに他他のの人人をを近近づづけけなないいででくくだだささいい。。
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● キーホールカバーを引き上げます。
● 燃料タンクキャップのロックにイグ

ニションキーを差し込み、燃料タン
クキャップを軽く押しながらイグニ
ションキーを時計回りに回します。

A. キーホールカバー
B. イグニションキー
C. 燃料タンクキャップ

● タンクキャップを開けます。
● 燃料を給油します。燃料は注入口に

あるレベルプレートの下端以上入れ

ず、図のように少し控え目に入れて
ください。

A. 燃料タンクキャップ
B. 燃料タンク
C. トップレベル
D. レベルプレートの下端

タタンンクク容容量量：：1144 LL

使使用用燃燃料料：：無無鉛鉛レレギギュュララガガソソリリンン
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注注意意

● 必必ずず無無鉛鉛レレギギュュララガガソソリリンンをを使使用用
ししててくくだだささいい。。燃燃料料をを補補給給すするるとときき
はは、、必必ずず無無鉛鉛レレギギュュララガガソソリリンンでで
ああるるここととをを確確認認ししててかからら行行っっててくくだだ
ささいい。。

● 高高濃濃度度アアルルココーールル燃燃料料をを使使用用ししなな
いいででくくだだささいい。。高高濃濃度度アアルルココーールル
燃燃料料をを使使用用すするるとと、、エエンンジジンンやや燃燃
料料系系のの部部品品をを損損傷傷ささせせるる原原因因ととなな
りりまますす。。

● 粗粗悪悪ガガソソリリンンままたたはは燃燃料料にに不不適適切切
なな添添加加剤剤をを使使用用ししなないいででくくだだささいい。。
粗粗悪悪ガガソソリリンンままたたはは不不適適切切なな添添加加
剤剤をを使使用用すするるとと、、エエンンジジンンにに悪悪影影
響響をを及及ぼぼすす可可能能性性ががあありりまますす。。

● タンクキャップを閉じるときは、イ
グニションキーをキャップに差し込
んだ状態で、キャップを手で押し下
げます。

● キーを“LOCK”の位置に回して抜きま
す。

● キーホールカバーを閉めます。
● サイドスタンド状態においては燃料

計は燃料量を正確に表示しません。
車体を正立状態にして、燃料量の確
認を行ってください。

アアドドババイイスス
○ タンクキャップはイグニションキーを差

し込んでいないとロックできません。ま
た、キャップが確実にロックされていな
いとキーは抜けません。
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警警告告
燃燃料料はは非非常常にに引引火火性性がが強強くく、、一一定定
のの条条件件下下でではは火火災災やや爆爆発発のの可可能能性性
ががあありりまますす。。燃燃料料をを取取りり扱扱ううととききああるる
いいはは、、給給油油すするるととききはは必必ずずエエンンジジンン
をを止止めめ、、火火気気厳厳禁禁でで行行っっててくくだだささいい。。
● 燃燃料料タタンンククにに燃燃料料をを入入れれすすぎぎるる

とと、、走走行行中中燃燃料料がが膨膨張張ししててタタンンクク
キキャャッッププののブブリリーーザザホホーーススかかららにに
じじみみ出出るるここととががあありりまますす。。燃燃料料はは
入入れれすすぎぎなないいででくくだだささいい。。

● タタンンククキキャャッッププはは確確実実にに閉閉めめててくくだだ
ささいい。。

● 燃燃料料ががここぼぼれれたた場場合合はは、、たただだちちにに
布布ななどどでで完完全全にに拭拭ききととっっててくくだだささ
いい。。
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正正ししいい運運転転操操作作

エンジンのかけ方

● エンジンストップスイッチが の
位置になっているか確認します。

A. エンジンストップスイッチ
B. スタータボタン

● イグニションスイッチをオンにしま
す。

● トランスミッションをニュートラル
にします。ニュートラルに入ってい
るかどうかニュートラルインジケー
タで確認します。

A. ニュートラルインジケータ
B. イグニションスイッチ
C. オン

● メータの初期動作が終了したのち、
スロットルグリップを動かさずに、
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クラッチレバーを握り、スタータボ
タンを押してエンジンを始動させま
す。

アアドドババイイスス
○ この車には、転倒した際に自動的にエ

ンジンを停止させるための転倒センサ
を採用しています。再度エンジンを始
動させるには車体を垂直に起こした
後、一旦イグニションスイッチをオフに
して、それから再度イグニションスイッ
チをオンにします。

危危険険
排排気気ガガススににはは、、無無色色無無臭臭のの有有毒毒ガガ
ススででああるる一一酸酸化化炭炭素素がが含含ままれれてていい
まますす。。排排気気ガガススをを吸吸いい込込むむとと、、意意識識
不不明明ににななっったたりり、、死死亡亡すするる可可能能性性がが
あありりまますす。。閉閉めめ切切っったた場場所所ででエエンンジジ
ンンをを運運転転ししなないいででくくだだささいい。。換換気気のの良良
いい場場所所でで作作業業ししててくくだだささいい。。

アアドドババイイスス
○ スタータロックアウトシステムにより、

サイドスタンドが降りている時は、
ニュートラル以外でエンジンは始動で
きません。

A. クラッチレバー
B. スタータロックアウトスイッチ

アアドドババイイスス
○ スタータボタンを押して5秒以内でエン

ジンが始動しない時は、一旦イグニ
ションスイッチをオフにし、10秒くらい休



正しい運転操作 65

んでから再度イグニションスイッチをオ
ンにしてスタータボタンを押してくださ
い。これはバッテリ電圧を回復させる
ためです。

○ 不必要な空吹かしはしないでください。
燃料の無駄使いになるばかりでなく、
エンジンに悪影響を及ぼします。

○ アイドリング状態で長時間放置する
と、充電不良を起こし、バッテリに悪影
響を及ぼします。

ならし運転
最初の1 000 kmを走行するまでは下

表のエンジン回転速度以下でならし運
転をしてください。ならし運転を行う
と、車の性能を維持し寿命を延ばしま
す。

走行距離 エンジン回転速度

0 ∼ 200 km 4 000 rpm

200 ∼ 350 km 6 000 rpm

350 ∼ 1 000 km 控えめな運転

アアドドババイイスス
○ 必要に応じて一時的に制限回転速度

を超えることは問題ありません。
○ 不必要な空吹かし、急加速、急減速は

つつしんでください。
○ 法定速度を守って走行してください。

走り方
● サイドスタンドが完全に戻っている

かを確認します。

アアドドババイイスス
○ サイドスタンドが降りたままギヤを入れ

ると、サイドスタンドスイッチとスタータ
ロックアウトスイッチが働いて、自動的
にエンジンが止まります。

○ サイドスタンドが滑らかに作動しない
時は取り付け部に注油を行い、滑らか
に作動するか確認してください。
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警警告告
走走行行中中ははササイイドドススタタンンドドをを操操作作ししなな
いいででくくだだささいい。。走走行行中中ににササイイドドススタタンン
ドドをを操操作作すするるととエエンンジジンンがが止止ままりり、、思思
わわぬぬ事事故故のの原原因因ととななるるここととががあありりまま
すす。。

● クラッチレバーを握り、シフトペダ
ルを操作してギヤを１速に入れ、静
かに発進します。

アアドドババイイスス
○ 車が静止状態の時は、ニュートラルか

ら1速にしか入りません。

● 車のスピードに応じてギヤチェンジ
をします。ギヤチェンジは６段リ
ターン式です。

A. シフトペダル

アアドドババイイスス
○ ギヤチェンジは、スロットルグリップを

一旦戻し、クラッチレバーを完全に
握ってから行ってください。

○ チェンジ操作は、ペダルにコツンと感じ
るまで確実に行ってください。

○ チェンジ操作が堅く感じられる時は、カ
ワサキ正規取扱店にご相談ください。
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○ 不必要な急加減速をつつしんで走るこ
とが、燃料の節約と車の寿命を延ばし
ます。

注注意意

● 無無理理ななチチェェンンジジ操操作作ややシシフフトトペペダダ
ルルにに足足をを乗乗せせたたままままででのの走走行行はは、、
チチェェンンジジ機機構構ややククララッッチチをを傷傷めめるる
原原因因ととななりりまますす。。

● 走走行行中中にに異異常常をを感感じじたたととききはは、、たた
だだちちににカカワワササキキ正正規規取取扱扱店店でで点点
検検ををおお受受けけくくだだささいい。。

シフトダウンの仕方
追い越しするとき等強力な加速が必

要な時は、シフトダウン（低速ギヤに
チェンジ）をすると加速力が得られま
す。あまり高い速度で行うとエンジン
の回転が上がりすぎて、エンジン、
ミッションに悪影響を及ぼします。各
ギヤ共、5 000 rpm以下で行ってくださ
い。

警警告告
急急激激ななシシフフトトダダウウンンはは、、走走行行安安定定性性
ををそそここなないい転転倒倒等等のの原原因因ととななりりまますす
ののでで行行わわなないいででくくだだささいい。。

ブレーキの使い方
● ブレーキは前後輪同時に使用してく

ださい。

警警告告
前前輪輪ままたたはは後後輪輪ブブレレーーキキだだけけをを使使うう
とと、、走走行行安安定定性性ををそそここなないい横横すすべべりり
やや転転倒倒のの原原因因ととななるる場場合合ががあありりまま
すす。。必必ずず前前後後ブブレレーーキキをを同同時時ににかかけけ
ててくくだだささいい。。

● 不必要な急ブレーキはかけないでく
ださい。
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警警告告
急急ブブレレーーキキををかかけけるるとと、、走走行行安安定定性性
ををそそここなないい横横すすべべりりやや転転倒倒のの原原因因とと
ななるる場場合合ががあありりまますす。。不不必必要要なな急急ブブ
レレーーキキはは行行わわなないいででくくだだささいい。。

A. フロントブレーキレバー

A. リヤブレーキペダル

アアドドババイイスス
○ 雨の日や路面が濡れているところ、雪

道や凍った道路では路面が滑りやす
く、晴天時よりも制動距離が長くなりま
す。スピードを落として、余裕をもって
運転してください。

○ 長い坂道を下る時等に連続してブレー
キを使用すると、ブレーキ部の温度が
上昇しブレーキの効きが悪くなるおそ
れがあります。このようなときはエンジ
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ンブレーキと断続的なブレーキ操作を
併用してください。

○ 雨の日や水たまりを走行した後は、ブ
レーキの効きが悪くなる場合がありま
す。ブレーキの効きが悪い時は、周囲
の交通状況に充分注意して低速で走
行しながら、ブレーキの効きが回復す
るまでブレーキを軽く作動させて、ブ
レーキの湿りを乾燥させてください。

エンジンブレーキ
走行中、スロットルグリップを戻し

た時にかかる制動力です。低速ギヤほ
どエンジンブレーキはよく効きます。

ABS
ABS（アンチロックブレーキシステ

ム）は、直線走行中に急ブレーキをか
けたとき、車輪がロックしないように
設計されています。ABSはブレーキ力
を自動的に制御します。グリップ力と
ブレーキ力を断続的に得ることによっ
て、車輪がロックすることを防ぎ、車

が停止するまで運転者が安定したハン
ドル操作をできるようにします。

ブレーキの操作は通常の車と同じで
す。前輪ブレーキはブレーキレバー
で、後輪ブレーキはブレーキペダルで
かけます。

ABSは車輪のロックを防いで車を安
全に停止させますが、次のような特徴
がありますので注意してください。
● ABSは悪い路面、誤った判断、また

は間違ったブレーキのかけ方を良い
方向に補うことはできません。ABS
がついていない車と同じような注意
が必要です。

● ABSは停止距離を縮めるようには設
計されていません。すべりやすい、
凹凸が多い、あるいは下りの道路な
どでは、ABS搭載の車の方が搭載さ
れていない車より停止距離が長くな
る場合があります。このようなとこ
ろを走行するときは特に注意してく
ださい。
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● ABSは直線走行中にブレーキをかけ
たとき車輪がロックすることを防ぐ
のに役立ちます。しかし、コーナリ
ング中にブレーキをかけたときに起
こる車輪の横すべりをコントロール
することはできません。コーナリン
グ中のブレーキはかけない方が安全
です。もしかける必要がある場合
は、前後輪共、軽くかけるだけにし
ます。

アアドドババイイスス
○ コーナに入る前にシフトダウンをして、

充分に減速してください。

● ABSに組み込まれているコンピュー
タは、車の走行速度と車輪の回転速
度を比べています。指定サイズ以外
のタイヤは車輪の回転速度を変え、
コンピュータを誤作動させて停止距
離を長くすることがあります。

警警告告
指指定定外外ののタタイイヤヤをを使使用用すするるととAABBSSがが
誤誤作作動動をを起起ここしし、、停停止止距距離離がが長長くく
ななっってて事事故故ににつつななががるる可可能能性性ががあありり
まますす。。必必ずず指指定定さされれたたタタイイヤヤをを使使用用
ししててくくだだささいい。。

警警告告
AABBSSシシスステテムムのの機機能能ににはは限限界界ががああ
りり、、ああららゆゆるる状状況況下下でで運運転転者者をを補補助助
すするるももののででははあありりまませせんん。。天天候候、、路路
面面状状況況、、交交通通事事情情ににふふささわわししいいスス
ピピーードドとと方方法法でで運運転転しし、、安安全全をを確確保保
すするるここととはは運運転転者者のの責責任任でですす。。

アアドドババイイスス
○ ABSの作動中に、ブレーキレバーやペ

ダルに振動を感じることがあります。こ
れは異常ではありませんので、ブレー
キをかけているのを中断する必要は
ありません。
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○ バッテリが上がっている場合も、ABS
は作動しません。

○ 以下の車速ではABSは作動しません。

約約1100 kkmm//hh以以下下

エンジンの止め方
● スロットルグリップを全閉にしま

す。
● トランスミッションをニュートラル

にします。
● イグニションスイッチをオフにしま

す。

エンジンの非常停止
何らかの原因で、エンジンがスロッ

トルコントロールを失うと非常に危険
な状態に陥ることがあります。このよ
うな非常時において、イグニションス
イッチで停止できないときはエンジン
ストップスイッチを の位置にして
ください。ハンドルから手をはなさず

にエンジンを停止することができま
す。

駐車の仕方

警警告告
可可燃燃物物近近くくででのの運運転転、、駐駐車車はは、、火火災災
のの原原因因ととななるる可可能能性性ががあありりまますす。。背背
のの高高いい植植物物、、枯枯れれ木木、、枯枯れれ葉葉、、等等のの
可可燃燃物物ががママフフララ等等のの排排気気系系部部品品にに
触触れれるるよよううなな場場所所でで、、アアイイドドリリンンググしし
たたりり駐駐車車ししたたりりししなないいででくくだだささいい。。
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警警告告
エエンンジジンンやや排排気気系系統統はは運運転転中中やや停停
止止後後ししばばららくくのの間間はは高高温温ののたためめ、、やや
けけどどををおおここすす可可能能性性ががあありりまますす。。
● エエンンジジンンやや排排気気系系統統ににはは触触れれなな

いいででくくだだささいい。。
● 駐駐車車すするるととききはは交交通通のの邪邪魔魔にになならら

なないい、、安安全全なな場場所所でで他他のの方方ががママフフ
ララ、、エエンンジジンンにに触触れれるるここととののなないい
場場所所にに駐駐車車ししててくくだだささいい。。

● 車を止め、トランスミッションを
ニュートラルにします。

● イグニションスイッチをオフにして
エンジンを停止させます。

● サイドスタンドを使って、水平で
しっかりとした場所に駐車します。

警警告告
坂坂道道、、砂砂利利道道やや凸凸凹凹なな所所にに駐駐車車すす
るるとと、、ススタタンンドドがが不不安安定定ににななりり転転倒倒すす
るる可可能能性性ががあありりまますす。。車車がが安安定定すするる
ととこころろにに駐駐車車ししててくくだだささいい。。

● 交通の邪魔にならない安全な場所に
駐車してください。
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● エンジン回転中や停止後しばらくの
間は、マフラ、エンジンに触れない
でください。

● マフラ、エンジンが熱くなっていま
す。他の方が触れることのない場所
に駐車してください。やむをえず子
供が遊ぶ施設や人通りの多いところ
に駐車するときは他の方がマフラ、
エンジンに触れないように配慮して
ください。
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● ガレージまたはその他の建物の内部
に駐車する時は、風通しが良く、火
気のない所にします。

警警告告
ガガソソリリンンはは引引火火性性がが高高くく火火災災のの原原因因
ににななるるここととががあありりまますす。。ガガソソリリンンをを取取
りり扱扱ううとときき、、ああるるいいはは燃燃料料をを給給油油すす
るるととききはは必必ずずエエンンジジンンをを止止めめ、、火火気気
厳厳禁禁でで行行っっててくくだだささいい。。

● ステアリングをロックします。盗難
防止のため、車車かからら離離れれるるととききはは必必
ずずスステテアアリリンンググををロロッッククしし、、キキーーをを抜抜
いいてておお持持ちちくくだだささいい。。
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点点検検整整備備ににつついいてて

法令で定められた点検整備
お車を安全かつ快適にご使用いただくため、法令により日常点検と定期点検整

備を行うことが義務付けられています。必ず実施してください。

1. 日常点検
走行距離や運行時の状態などから判断した適切な時期に実施する点検です。

2. 定期点検整備
車を使用する人自身の責任において定期的に行う点検整備です。
二輪車については1年点検と2年点検があります。
なお、詳細についてはメンテナンスノートをご覧ください。

カワサキが指定する点検整備（メーカ指定点検整備）
● 11かか月月目目（（ままたたはは11 000000 kkmm））点点検検整整備備

登録日から1か月目または1 000 km走行時点に行う点検です。
お買いあげいただいたカワサキ正規取扱店にてお受けください。

● メメーーカカ指指定定点点検検整整備備
法令で定められた定期点検整備項目のほかに、カワサキが指定する定期点検整
備項目があります。所定の時期になりましたら、法令で定められた定期点検整
備と同時に実施してください。
なお、点検整備の詳細についてはメンテナンスノートの「お車を安全、快適に
ご使用いただくために」をご覧ください。
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簡簡単単なな整整備備

ここでは、点検の結果、清掃、調整、交換等の整備が必要となった場合、通常
行われることの多い代表例について、その整備の実施方法を述べています。

警警告告
整整備備はは安安全全ののたためめごご自自身身のの知知識識、、技技量量のの範範囲囲内内でで行行っっててくくだだささいい。。難難ししいいとと思思
わわれれるる内内容容、、ああるるいいはは整整備備後後にに何何かか不不審審をを感感じじらられれたた場場合合ははカカワワササキキ正正規規取取扱扱
店店ににごご相相談談くくだだささいい。。整整備備をを行行ううととききはは、、安安全全にに充充分分注注意意ししててくくだだささいい。。
● 場場所所はは、、平平坦坦でで足足場場ののししっっかかりりししたた所所をを選選びび、、ススタタンンドドをを立立てててて行行っっててくくだだささ

いい。。
● エエンンジジンンをを停停止止しし、、イイググニニシショョンンキキーーをを抜抜いいたた状状態態でで行行っっててくくだだささいい。。
● 排排気気ガガススににはは有有害害なな一一酸酸化化炭炭素素等等のの成成分分がが含含ままれれてていいまますす。。エエンンジジンンををかかけけ

たた状状態態でで点点検検整整備備をを行行ううととききはは、、通通気気性性のの良良いい場場所所でで行行っっててくくだだささいい。。
● エエンンジジンンのの運運転転時時やや停停止止後後ししばばららくくのの間間はは、、ママフフララ、、エエンンジジンン、、ララジジエエーータタ等等がが

熱熱くくななっってていいまますす。。触触れれててややけけどどををししなないいよよううににししててくくだだささいい。。
● 適適切切なな工工具具をを使使用用ししててくくだだささいい。。ももしし、、不不適適切切なな工工具具をを使使用用ししてて整整備備作作業業をを行行

ううととけけががををすするる可可能能性性ががあありりまますす。。
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ブレーキ液量の点検
● 平坦な場所で車を垂直にし、リザー

バを水平にします。
● リザーバ内のブレーキ液量がロア

（LOWER）レベル以上あるかを点検
します。

A. フロントブレーキリザーバ
Ｂ. ロア（LOWER）レベルライン

A. リヤブレーキリザーバ
B. アッパ（UPPER）レベルライン
C. ロア（LOWER）レベルライン

アアドドババイイスス
○ もし液面がロア（LOWER）レベル以下

の場合は、カワサキ正規取扱店にご
相談ください。
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警警告告
● 液液面面ははブブレレーーキキパパッッドドのの摩摩耗耗とと共共

にに下下ががっっててききまますすがが、、ブブレレーーキキ液液
がが早早くく減減少少すするる場場合合、、ブブレレーーキキ系系
統統かかららのの液液漏漏れれがが考考ええらられれまますす。。
重重大大なな事事故故ににつつななががるる可可能能性性がが
あありりまますすののでで、、カカワワササキキ正正規規取取扱扱
店店でで点点検検ををおお受受けけくくだだささいい。。

● ブブレレーーキキ液液はは安安全全ののたためめ、、22年年毎毎
のの交交換換ををおおすすすすめめししまますす。。

警警告告
リリザザーーババキキャャッッププをを取取りり外外すす前前にに清清
掃掃すするる。。密密閉閉さされれたた容容器器にに入入っったた
DDOOTT44ブブレレーーキキ液液をを使使用用すするるこことと。。

注注意意

● ブブレレーーキキ液液をを混混用用すするるとと変変質質すするる
ののでで、、銘銘柄柄のの異異ななるるブブレレーーキキ液液をを
使使用用ししなないいででくくだだささいい。。

● ブブレレーーキキ液液はは塗塗装装ををいいたためめまますすのの
でで、、部部品品類類にに付付着着ささせせなないいででくくだだ
ささいい。。ももしし付付着着ししたたらら、、すすぐぐにに洗洗いい
流流ししててくくだだささいい。。

ブレーキライトスイッチの調整
ブレーキペダルを踏み込んだ時に、

適正な踏み込み量になると、リヤブ
レーキライトが点灯します。

［踏み込み量］

標標準準値値：： 約約1100 mmmm
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A. ブレーキペダル
B. 踏み込み量

● 右フロントステップブラケットボル
トを取り外します。

● 右フロントステップブラケットを少
し外側へ引き出します。

A. 右フロントステップブラケットボルト
B. 右フロントステップブラケット

● スイッチを指で押さえ、調整ナット
を回して調整します。

アアドドババイイスス
○ スイッチの取り付け位置が高くなれば

早く点灯し、低くなれば遅く点灯しま
す。
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A. リヤブレーキライトスイッチ
B. 調整ナット
C. 早く点灯
D. 遅く点灯

注注意意

リリヤヤブブレレーーキキラライイトトススイイッッチチをを調調整整すす
るる際際、、配配線線をを損損傷傷ささせせなないいたためめににスス
イイッッチチ本本体体をを回回ささなないいよよううににししててくくだだ
ささいい。。

● 右フロントステップブラケットを取
り付けます。

● 右フロントステップブラケットボル
トを規定のトルクで締め付けます。

締め付けトルク

フフロロンントトスステテッッププブブララケケッットトボボルルトト：：
2255 NN··mm ((22..55 kkggff··mm))

アアドドババイイスス
○ トルクレンチがない場合は、カワサキ

正規取扱店にご相談ください。

● フロントブレーキをかけた時もブ
レーキライトが点灯するか点検しま
す。もし異常があれば、カワサキ正
規取扱店で点検をお受けください。

クラッチレバーの遊びの調整
クラッチレバーを手で抵抗を感じる

まで引き、クラッチレバーとレバーホ
ルダとの間に遊びがあるのが適正で
す。
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［クラッチレバーの遊び］

標標準準値値：： 22 ∼∼ 33 mmmm

A. アジャスタ
B. ロックナット
C. 遊び

● 調整は、クラッチレバー側のロック
ナットをゆるめアジャスタを回して
行います。

● 調整ができない場合は、カワサキ正
規取扱店にご相談ください。

警警告告
● ククララッッチチケケーーブブルルのの遊遊びびがが大大ききすす

ぎぎるるととククララッッチチがが切切れれななくくななりり、、負負
傷傷やや死死亡亡事事故故ににつつななががるる可可能能性性
ががあありりまますす。。

● ククララッッチチケケーーブブルルをを調調整整すするるとときき
はは、、停停車車中中にに行行いい、、アアウウタターーケケーー
ブブルルのの上上端端ががアアジジャャススタタ穴穴にに正正しし
くく取取りり付付けけらられれてていいるる事事をを確確認認しし
ててくくだだささいい。。

アアドドババイイスス
○ 調整後にエンジンをかけ、チェンジ操

作がスムーズであるか、エンストまた
は飛び出しがないかを確認します。

○ 1か月に１度はクラッチケーブルの取り
付け部に注油を行ってください。

エンジンオイルの補給
● 平坦な場所で、エンジンを2 ∼ 3分間

アイドリング運転で暖機し、エンジ
ンを停止します。
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アアドドババイイスス
○ 走行直後でエンジンが充分に暖機して

いればアイドリング運転は不要です。

● 車体を垂直にし、エンジンを停止し
て2 ∼ 3分後に、オイル量がオイルレ
ベル点検窓のアッパレベルとロアレ
ベルの間にあることを確認します。

● もしオイルが多いときは、スポイト
や適切な器具を使用してオイルを排
出します。

● オイル量がロアレベルに近ければ、
オイル注油口キャップを取り外し、
オイルレベル点検窓で確認しながら
アッパレベルとロアレベルの間ま
で、エンジンオイルを補給します。

● オイル注油口キャップを確実に取り
付けます。

A. オイルレベル点検窓
B. オイル注油口キャップ
C. アッパレベル
D. ロアレベル
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＜推奨オイル＞

カカワワササキキ純純正正44ササイイククルルオオイイルル

RR44 SSJJ 1100WW--4400 JJAASSOO MMAA

SS44 SSGG 1100WW--4400 JJAASSOO MMAA

ままたたはは

AAPPII SSGG、、SSHH、、SSJJ、、SSLLままたたははSSMM （（JJAASSOO
MMAA、、MMAA11ままたたははMMAA22適適合合品品））

SSAAEE 1100WW--4400

アアドドババイイスス
○ クラッチの滑りやエンジンの性能、耐

久性に悪影響を与えることがあるの
で、エンジンオイルに摩擦を低減させ
る添加物は加えないでください。

エンジンオイルの粘度は、次の図を
参考にして使用する地域の外気温に
よって使いわけてください。なお、前
述の推奨オイルと同じAPI分類とSAE規
格のエンジンオイルでも、それぞれオ
イルの特性等が微妙に異なっているた

め、この車には適合しない場合があり
ます。

交換時期は“走行キロ毎交換”と“年
（月）毎交換”のどちらか早い方で実
施してください。

＜エンジンオイル交換時期＞

初回：
2回目：
以後：

1 000 km時　または　1か月時
6 000 km時　または　1年時
6 000 km毎　または　1年毎
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［［エエンンジジンンオオイイルル量量］］

ｵｲﾙﾌｨﾙﾀを取り外していない時 1.3 L

ｵｲﾙﾌｨﾙﾀを取り外した時 1.7 L

＜オイルフィルタ交換時期＞

初回： 1 000 km時　または　1か月時

2回目： 18 000 km時

以後： 18 000 km毎

アアドドババイイスス
○ 補給するときには、オイル注油口から

ゴミ等が入らないようにしてください。
○ オイル量は、規定範囲の上限（アッパ

レベル）を超えないようにしてください。

警警告告
エエンンジジンンやや排排気気系系統統はは運運転転中中やや停停
止止後後ししばばららくくのの間間はは高高温温ののたためめ、、やや
けけどどををおおここすす可可能能性性ががあありりまますす。。
● エエンンジジンンやや排排気気系系統統ににはは触触れれなな

いいででくくだだささいい。。
● オオイイルルををここぼぼししたたととききはは、、完完全全にに

拭拭ききととっっててくくだだささいい。。

注注意意

● 銘銘柄柄やや等等級級のの違違ううオオイイルルをを混混用用しし
たたりり、、低低品品質質ののオオイイルルをを使使用用すするる
とと変変質質ししててエエンンジジンンのの故故障障のの原原因因
ににななるるここととががあありりまますす。。同同一一銘銘柄柄、、
等等級級のの良良品品質質オオイイルルをを使使用用ししててくく
だだささいい。。銘銘柄柄、、等等級級がが不不明明のの場場合合
ははオオイイルル全全ててをを交交換換ししててくくだだささいい。。

アアドドババイイスス
○ 油脂類の廃液は法令で適切な処理を

行うことが義務づけられていますの
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で、カワサキ正規取扱店にご相談くだ
さい。

冷却液

冷却液の作り方

カワサキ純正ロングライフクーラン
トと水道水（上水道）を1：1に混ぜ合
わせます。

警警告告
冷冷却却液液ににはは毒毒性性ががあありりまますす。。取取りり扱扱
いいににはは充充分分注注意意ししててくくだだささいい。。
● 皮皮膚膚やや衣衣類類ににつついいたた場場合合

すすみみややかかにに水水でで洗洗っっててかからら、、石石けけ
んん水水でで洗洗っっててくくだだささいい。。

● 目目にに入入っったた場場合合
水水でで充充分分洗洗いい流流ししててかからら、、医医師師のの
診診察察をを受受けけててくくだだささいい。。

● 飲飲んんだだ場場合合
直直ちちににおおうう吐吐ささせせ、、医医師師のの診診察察をを
受受けけててくくだだささいい。。

注注意意

冷冷却却液液にに混混合合ままたたはは補補充充すするる水水はは
水水道道水水（（上上水水道道））をを使使用用ししててくくだだささ
いい。。井井戸戸水水やや塩塩分分をを含含むむ天天然然水水はは
エエンンジジンンのの損損傷傷ににつつななががるるののでで使使用用
ししなないいででくくだだささいい。。
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冷却液の点検

● 車体を地面と垂直に保持します。
● エンジンが冷えている時に、右ミド

ルカウリングにあるリザーブタンク
内の冷却液の量を点検します。液面
がLL（下限）マークラインより下
がっている場合は、冷却液を補給し
ます。

A．FF（上限）マークライン
B．LL（下限）マークライン
C．リザーブタンク

冷却液の補給

● リザーブタンクのキャップをはず
し、タンクのFF（上限）マークライ
ンとLL（下限）マークラインの間ま
で冷却液を補給します。

A. リザーブタンクキャップ

アアドドババイイスス
○ 冷却液はF（上限）マークラインを超え

て補給しないでください。
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注注意意

冷冷却却液液のの減減りり具具合合がが著著ししいいととききはは、、
ララジジエエーータタ本本体体、、エエンンジジンン内内部部、、ホホーー
ススななどどかかららのの液液漏漏れれがが考考ええらられれまますす
ののでで、、カカワワササキキ正正規規取取扱扱店店でで点点検検をを
おお受受けけくくだだささいい。。冷冷却却液液のの交交換換はは、、
カカワワササキキ正正規規取取扱扱店店ににごご相相談談くくだだささ
いい。。

● リザーブタンクにリザーブタンク
キャップを取り付けます。

スパークプラグ
スパークプラグは以下の通りです。

標準プラグ SILMAR9B9

プラグギャップ 0.8 ∼ 0.9 mm

締め付けトルク

ススパパーーククププララググ：：1133 NN··mm ((11..33 kkggff··mm))

A. プラグギャップ

注注意意

ススパパーーククププララググをを交交換換すするるととききはは、、
指指定定ススパパーーククププララググ以以外外はは使使用用ししなな
いいででくくだだささいい。。エエンンジジンン故故障障のの原原因因とと
ななりりまますす。。

アアドドババイイスス
○ スパークプラグの取り外しおよび取り

付けは、カワサキ正規取扱店にご相
談ください。
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エアクリーナ
エアクリーナエレメントが詰まると

吸入空気量が不足し、燃料消費量増
加、出力低下、プラグかぶり等の原因
になります。

アアドドババイイスス
○ 著しくほこり等の多い場所を走行した

場合は、定期点検期間よりお早めに
点検を行ってください。

エレメントの交換

エレメントの交換は、カワサキ正規
取扱店にご相談ください。

オイルの排出

● 運転者用シートを取り外します(50
ページを参照)。

● ボルトとワッシャを取り外します。
● ボルトを取り外します。

● 左サイドカバーを外側に引いて、突
起部とタブをはずします。

● 左サイドカバーを取り外します。

A. ボルトとワッシャ
B. ボルト
C. 突起部
D. タブ
E. 左サイドカバー

● ヒューズボックスをブラケットから
取り外します。
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A. ヒューズボックス

● エアクリーナハウジングの左下にあ
るキャップに、エアクリーナハウジ
ングからの水やオイルがたまってい
ないか点検します。

A. ドレンキャップ
B. クランプ

● キャップに水やオイルがたまってい
る場合は、キャップをはずして排出
します。

● 排出後、キャップは必ず元通りに取
り付けます。
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警警告告
ドドレレンンキキャャッッププかかららオオイイルルがが漏漏れれるるとと
タタイイヤヤにに付付着着しし、、タタイイヤヤがが滑滑りりややすすくく
ななりり負負傷傷やや死死亡亡事事故故ににつつななががるる危危
険険性性ががあありりまますす。。キキャャッッププはは必必ずずししっっ
かかりりとと取取りり付付けけててくくだだささいい。。

● ヒューズボックスをブラケットに取
り付けます。

A. ヒューズボックス

● 左サイドカバーのタブをスロットに
差し込みます。

● 左サイドカバーの突起部をグロメッ
トに差し込みます。

A. タブ
B. スロット
C. 突起部
D. グロメット
E. 左サイドカバー

● ボルトを締め付ける。
● ボルトとワッシャを締め付ける。
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A. ボルト
B. ボルトとワッシャ

● 取り外した部品を取り付けます。

スロットルケーブル遊びの点検
ケーブルがたるんでいると、スロッ

トルの開度に対してエンジンレスポン
スが遅れます。また、ケーブルが張り
すぎていると、グリップに遊びがなく
なり、操作しにくくなります。

スロットルグリップに遊びがあるの
が適正です。もし、スロットルグリッ
プの遊びが適正でない場合は、スロッ
トルケーブルを調整します。

［スロットルグリップの遊び］

標標準準値値：： 22 ∼∼ 33 mmmm

A. スロットルグリップ
B. 遊び

調整

● ロックナットをゆるめます。
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● アジャスタを回して調整します。
● ロックナットを締め付けます。

A. ロックナット
B. アジャスタ
C. スロットルケーブル（開け側）

グリップ側のアジャスタで調整でき
ない場合は、カワサキ正規取扱店にご
相談ください。

アイドリング回転速度の調整
この車にはアイドルスピードコント

ロールバルブが装備されている為、ア
イドル回転速度の調整は不要です。暖
機運転時以外でアイドル回転速度が標
準値範囲外にあるときは、カワサキ正
規取扱店にご相談ください。

アアドドババイイスス
○ エンジン冷間時にはファーストアイドル

機構が自動的に働き、エンジン回転速
度が高くなります。

［アイドリング回転速度］

標標準準値値：： 11 225500 ∼∼ 11 335500 rrppmm

ドライブチェーン

給油

● 後輪を浮かした状態で、後輪を手で
ゆっくり回しながら、チェーンやス
プロケットに付着した泥、汚れを柔
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らかいブラシ等で落とし、カワサキ
純正チェーンクリーナを使用して洗
浄します。

● 乾燥後、後輪を手でゆっくり回しな
がら給油を行います。オイルが
チェーン各部によく行きわたるよう
にチェーンローラの両側に給油して
ください。

注注意意

● オオイイルルはは、、カカワワササキキ純純正正チチェェーーンン
オオイイルルをを使使用用ししててくくだだささいい。。

● ここのの車車ののチチェェーーンンはは、、ゴゴムムシシーールル
をを使使用用ししてていいまますす。。ゴゴムムシシーールルのの
損損傷傷をを防防ぐぐたためめススチチーームム洗洗浄浄はは
行行わわなないいででくくだだささいい。。

● シシンンナナ、、ガガソソリリンン等等のの揮揮発発性性溶溶
剤剤、、ワワイイヤヤブブララシシをを使使用用ししててのの洗洗
浄浄ははししなないいででくくだだささいい。。ゴゴムムシシーールル
がが損損傷傷ししまますす。。

アアドドババイイスス
○ 雨天走行後、あるいは洗車後も給油し

てください。

● 給油後、余分なオイルは拭きとりま
す。
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たるみ点検

アアドドババイイスス
○ チェーンが汚れていたり、乾いている

場合は、洗浄および給油します。

● サイドスタンドを立てます。
● 後輪を回し、チェーンの張りが最も

強くなる位置で、前後のスプロケッ
トの中間部で垂直の動き（チェーン
のたるみ）を測定します。標準値外
の場合は、調整してください。

［ドライブチェーンのたるみ］

標標準準値値：： 2200 ∼∼ 3300 mmmm

A. たるみ

たるみ調整

● 左右のチェーンアジャスタロック
ナットをゆるめます。

● リヤアクスルナットから割りピンを
取り外し、リヤアクスルナットをゆ
るめます。
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A. リヤアクスルナット
B. 割りピン
C. チェーンアジャスタ
D. チェーンアジャスタロックナット

● チェーンアジャスタを回して、たる
みを標準値にします。

● ホイールアライメントインジケータ
とスイングアームの目盛りを左右同
じ位置に合わせます。

A. 目盛り
B. インジケータ
C. チェーンアジャスタ
D. チェーンアジャスタロックナット
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警警告告
左左右右ののアアラライイメメンントトイインンジジケケーータタのの位位
置置ががずずれれてていいるるとと、、チチェェーーンンややススププ
ロロケケッットトがが異異常常にに摩摩耗耗ししたたりり、、走走行行
安安定定性性をを失失いい事事故故ににつつななががるる可可能能
性性ががあありりまますす。。アアラライイメメンントトイインンジジ
ケケーータタのの調調整整位位置置はは左左右右等等ししくくししてて
くくだだささいい。。

● 左右のチェーンアジャスタロック
ナットを締め付けます。

● リヤアクスルナットを規定のトルク
で締め付けます。

締め付けトルク

リリヤヤアアククススルルナナッットト：：9988 NN··mm ((1100 kkggff··mm))

アアドドババイイスス
○ トルクレンチがない場合は、カワサキ

正規取扱店にご相談ください。

● 後輪を回し、たるみの最も少ない位
置で再度たるみを点検します。必要
があれば再調整します。

● リヤアクスルシャフトとアクスル
ナットに新しい割りピンを通しま
す。そして割りピンの両端を折り曲
げます。

A. 割りピン

アアドドババイイスス
○ 割りピンを差し込むときに、アクスル

シャフトの穴とアクスルの穴が一致し



簡単な整備 97

ない場合は、アクスルナットを時計方
向（締め付け方向）に回します。

○ 締め付け角度は30度以内にしてくださ
い。

○ 最も近い穴が過ぎた時は、ナットを一
度ゆるめてから再度締め付けてくださ
い。

A. 時計方向に回す

警警告告
アアククススルルナナッットトのの取取りり付付けけ不不良良はは走走
行行安安定定性性をを失失うう可可能能性性ががあありり、、負負傷傷
やや死死亡亡事事故故ににつつななががるる可可能能性性ががああ
りりまますす。。規規定定トトルルククででアアククススルルナナッットト
をを締締めめ付付けけ、、割割りりピピンンをを確確実実にに取取りり
付付けけててくくだだささいい。。

● リヤブレーキの効き具合を点検しま
す。

タイヤ
車を安全に運転するには、タイヤを

良い状態に保つことが重要です。

警警告告
空空気気圧圧がが適適正正ででななかかっったたりり、、タタイイヤヤ
にに亀亀裂裂やや、、損損傷傷、、異異常常摩摩耗耗ががああるるとと
ハハンンドドルルををととらられれたたりり、、パパンンククのの原原因因
ににななりりまますす。。
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空気圧

常に適正な空気圧を保ってくださ
い。タイヤの空気圧は、走行前のタイ
ヤが冷えている時に、タイヤの接地部
のたわみ状態により空気圧が適正であ
るかを点検します。

アアドドババイイスス
○ タイヤの空気圧は徐々に低下します。

また、タイヤによっては空気圧不足が
見た目では分かりにくいものもあるた
め、少なくとも1か月に一度はタイヤ

ゲージを使用して空気圧の点検を行っ
てください。

○ 走行後のタイヤが温まっている状態で
はタイヤの空気圧は高くなることがあ
りますので、必ず冷えた状態で点検し
てください。

A. タイヤゲージ
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前輪 後輪

タイヤ空
気圧

200 kPa
(2.00 kgf/
cm²)

225 kPa
(2.25 kgf/
cm²)

タイヤサ
イズ

110/70-17 M/
C 54H

140/70-17 M/C
66H

指定
タイ
ヤ

ダン
ロッ
プ

ARROWMAX
GT601F J

ARROWMAX
GT601 J

亀裂と損傷

タイヤの全周に著しい亀裂や損傷が
ないか点検します。また、タイヤの全
周にわたり、釘、石、その他の異物が
刺さったり、かみ込んだりしていない
かを点検します。

アアドドババイイスス
○ 道路の縁石等にタイヤ側面を接触さ

せたり、大きな凹みや突起物を乗り越
した時は、必ず点検してください。

異常な摩耗

タイヤの接地面が異常に摩耗してい
ないかを点検します。

タイヤが異常に摩耗しているとき
は、カワサキ正規取扱店にご相談くだ
さい。



100 簡単な整備

溝の深さ

コーナリング、操縦安定性、さらに
安全走行のため、二輪車のタイヤは溝
の深さが規定以下になりましたら交換
をおすすめします。

タイヤの交換は、カワサキ正規取扱
店にご相談ください。

［溝の深さ］

前前輪輪：： 11 mmmm

後後輪輪：： 22 mmmm

A. デプスゲージ

警警告告
異異ななっったた種種類類ののタタイイヤヤをを使使用用ししたた
りり、、指指定定ササイイズズ以以外外ののタタイイヤヤをを使使用用
すするるとと、、車車のの走走行行安安定定性性をを失失いい、、けけ
ががやや死死亡亡ににいいたたるる事事故故ににつつななががるる
可可能能性性ががあありりまますす。。前前後後輪輪同同一一メメーー
カカのの指指定定タタイイヤヤをを使使用用ししててくくだだささいい。。
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バッテリ
バッテリ端子部に汚れや腐食がある

場合はバッテリをはずして清掃しま
す。

バッテリの取り外しおよび取り付け方

● イグニションスイッチをオフにしま
す。

● 運転者用シートを取り外します(50
ページを参照)。

● ボルトとブラケットを取り外しま
す。

● マイナス（−）ケーブルを取り外し
ます。

● 赤色のキャップをずらし、プラス
（+）ケーブルを取り外します。

● バッテリをバッテリケースから取り
出します。

A. ボルト
B. ブラケット
C. 赤色キャップとプラス（＋）端子
D. マイナス（−）端子

● バッテリの取り付けは、取り外しの
逆順に行います。

● プラス（＋）ケーブル（キャップあ
り）を接続し、それからマイナス
（−）ケーブルを接続します。

アアドドババイイスス
○ マイナス（−）ケーブル接続時、必ず

ケーブルの端子をバッテリ端子へ押し
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当てながら端子ボルトを締め付けてく
ださい。

注注意意

ババッッテテリリケケーーブブルルのの（（＋＋））（（−−））のの接接続続
はは逆逆ににししなないいででくくだだささいい。。電電気気系系統統
がが損損傷傷ししまますす。。

● 取り外した部品を取り付けます。

バッテリ端子部の清掃

● バッテリを取り外します。
● 端子部に汚れや腐食があるときは清

掃します。なお、端子部が腐食して
白い粉が付いているときは、ぬるま
湯を注いで拭くとよく落ちます。

● 端子部の腐食が著しいものは、ワイ
ヤブラシ、サンドペーパで磨きま
す。

● 清掃、締め付け後は、端子部にグ
リースを薄く塗布します。

A. プラス（＋）端子
B. マイナス（−）端子
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危危険険
ババッッテテリリ液液はは、、腐腐食食性性がが大大ききくく皮皮膚膚
炎炎をを起起ここししたたりり、、金金属属をを腐腐食食ささせせるる
等等非非常常にに危危険険でですす。。新新品品ののババッッテテリリ
ににババッッテテリリ液液をを注注入入すするるとときき、、体体、、衣衣
服服、、車車体体等等にに付付着着ししなないいよようう充充分分注注
意意ししててくくだだささいい。。万万一一、、目目やや皮皮膚膚等等
にに付付着着ししたたととききははすすぐぐ多多量量のの水水でで、、55
分分間間（（目目のの場場合合はは1155分分間間））以以上上洗洗浄浄
ししてて専専門門医医のの診診察察をを受受けけててくくだだささ
いい。。

危危険険
ババッッテテリリはは引引火火性性ガガスス（（水水素素ガガスス））をを
発発生生ししまますすののでで、、取取りり扱扱いいをを誤誤るるとと
爆爆発発すするる可可能能性性ががあありりまますす。。必必ずず下下
記記のの項項目目をを守守っっててくくだだささいい。。
● ババッッテテリリのの整整備備をを行行ううととききはは、、必必

ずずエエンンジジンンをを停停止止ささせせててくくだだささいい。。
● 作作業業中中、、ババッッテテリリのの（（＋＋））（（−−））端端子子

がが工工具具等等にによよりり、、シショョーートトししなないいよよ
ううにに注注意意ししててくくだだささいい。。

● ケケーーブブルルをを取取りり外外すす場場合合はは、、（（−−））
端端子子かからら取取りり外外ししててくくだだささいい。。まま
たた、、取取りり付付けけるる場場合合はは、、（（＋＋））端端子子
をを先先にに取取りり付付けけててくくだだささいい。。

● ケケーーブブルルにに緩緩みみがが生生じじなないいよようう確確
実実にに接接続続ししててくくだだささいい。。

● ババッッテテリリににガガソソリリンン、、オオイイルル、、有有機機
溶溶剤剤等等をを付付着着ささせせなないいででくくだだささ
いい。。電電槽槽割割れれのの原原因因ににななりりまますす。。

● 子子供供のの手手のの届届くくととこころろにに置置かかなないい
ででくくだだささいい。。
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注注意意

● ここのの車車ののババッッテテリリににははシシーールル形形
ババッッテテリリをを使使用用ししてていいまますす。。シシーー
ルル形形ババッッテテリリはは液液のの補補充充はは必必要要
ははあありりまませせんん。。密密封封栓栓ををここじじ開開けけ
てて液液のの補補充充はは絶絶対対おおややめめくくだだささ
いい。。ババッッテテリリがが損損傷傷ししまますす。。

● 寿寿命命ががつつききたたババッッテテリリをを交交換換すするる
場場合合はは、、必必ずず同同型型式式ののババッッテテリリをを
ごご使使用用くくだだささいい。。

● 使使用用済済みみののババッッテテリリをを廃廃却却すするる場場
合合ははカカワワササキキ正正規規取取扱扱店店ににごご相相
談談くくだだささいい。。

メメーーカカ名名 古古河河電電池池

型型式式 FFTTXX99--BBSS

アアドドババイイスス
○ エンジンが始動しなかったり、ホーンの

音が弱い、ヘッドライトが暗い等の場
合は、バッテリが放電しています。バッ

テリの補充電をカワサキ正規取扱店
にご相談ください。

ヒューズの交換
ヒューズは左サイドカバーの裏にあ

るヒューズボックスにあります。メイ
ンヒューズは燃料タンクの下にあるス
タータリレーにあります。

A. ヒューズボックス
B. メインヒューズ
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ヒューズが切れたときは原因を調べ
てスペアヒューズと交換してくださ
い。

メインヒューズの交換はカワサキ正
規取扱店にご相談ください。

A. 正常
B. 切れた状態

警警告告
指指定定以以外外ののヒヒュューーズズをを使使用用すするるのの
はは火火災災のの可可能能性性ががあありり危危険険でですす。。
かかななららずず指指定定のの容容量量、、規規格格ののヒヒュューー
ズズをを使使用用ししててくくだだささいい。。

アアドドババイイスス
○ 交換してもすぐにヒューズが切れる場

合は、他の原因が考えられます。カワ
サキ正規取扱店にご相談ください。

○ スペアヒューズを使用した場合は、な
るべく早めに代わりのスペアヒューズ
を補充してください。
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車車ののおお手手入入れれ

いつまでも愛車を長持ちさせるため
定期的にお手入れを行ってください。
隅々まで清掃すれば、普段気づかない
異常箇所や摩耗が発見でき、故障予防
にもつながります。

警警告告
ごごみみやや可可燃燃物物がが車車体体、、エエンンジジンン、、排排
気気系系部部品品のの中中やや周周囲囲にに堆堆積積すするる
とと、、故故障障のの原原因因ととななるるここととががあありり、、火火
災災のの可可能能性性もも高高くくななりりまますす。。
● ごごみみやや可可燃燃物物がが車車体体にに堆堆積積すするる

よよううなな環環境境でで使使用用すするるととききはは、、エエ
ンンジジンン、、電電気気部部品品、、排排気気系系統統をを頻頻
繁繁にに点点検検ししててくくだだささいい。。

● ごごみみやや可可燃燃物物がが堆堆積積ししてていいるる場場
合合はは、、屋屋外外にに車車をを停停めめててエエンンジジンン
をを停停止止しし、、エエンンジジンンがが冷冷ええててかからら
堆堆積積ししたたごごみみ類類をを取取りり除除いいててくくだだ
ささいい。。

● 駐駐車車やや狭狭いい囲囲わわれれたた場場所所にに格格納納
すするる前前にに、、ごごみみやや可可燃燃物物がが堆堆積積しし
てていいなないいかか点点検検ししててくくだだささいい。。
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注注意意

通通常常走走行行時時やや雨雨天天時時、、未未舗舗装装路路をを
走走行行ししたた際際、、イインンナナチチュューーブブにに付付着着
ししたた汚汚れれ（（砂砂埃埃、、泥泥、、虫虫等等））はは固固ままるる
前前にに清清掃掃ししててくくだだささいい。。付付着着ししたたまままま
使使用用をを続続けけるるととオオイイルルシシーールルがが損損傷傷
ししオオイイルル漏漏れれのの原原因因ととななりりまますす。。

主な注意事項
● 洗車はエンジンとエキゾーストパイ

プ等が冷えているときに行ってくだ
さい。

● シール部品、ブレーキパッド、タイ
ヤにクリーナ等がかからないように
してください。

注注意意

ココンンパパウウンンドド入入りりののワワッッククススやや洗洗剤剤、、
硬硬いいブブララシシままたたははややすすりりななどどをを使使用用
ししてて塗塗装装面面やや樹樹脂脂部部品品をを磨磨くくとと、、色色
むむららああるるいいはは傷傷がが入入るる可可能能性性ががあありり
まますすののでで、、使使用用ししなないいででくくだだささいい。。

注注意意

ヘヘッッドドラライイトトののレレンンズズはは樹樹脂脂製製でですす。。
レレンンズズ部部分分をを洗洗浄浄すするる場場合合ににはは中中
性性洗洗剤剤をを用用いいてて柔柔ららかかいいススポポンンジジでで
行行っっててくくだだささいい。。

● ワックス、洗剤等はコンパウンドを
含んでいないものをご使用くださ
い。

● ガソリン、ブレーキ液および冷却液
等は、塗装面や樹脂部品を傷めます
ので、これらを部品類に付着させな
いでください。もし付着したら、す
ぐに洗い流してください。

● 硬いブラシまたはやすり等は、ご使
用にならないでください。

● 樹脂部分を傷めないように、充分に
注意をしてください。

● 高圧洗車機を使用しての洗車は行わ
ないでください。特に可動部分や電
装品に水がかかると、作動不良や故
障の原因となります。
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● 洗車の前に下記の部分に水がかから
ないようにしてください。

● イグニションスイッチ

キー差し込み口にビニールテープを
貼る。

● マフラ後部

ビニール袋でカバーする。

● クラッチレバーと左ハンドルスイッチ

ビニール袋でカバーする。

● エアクリーナの吸入口

ガムテープ、または布でふさぐ。

● フロントブレーキレバーと右ハンドル
スイッチ

ビニール袋でカバーする。

● シート

ビニール袋でカバーする。

● 下記の部分には強く水をかけないで
ください。

● メータユニット

● ヘッドライト

● ディスクブレーキのマスタシリンダと
キャリパ

● シートの下、カウリング内および燃料
タンクの下の電装品（スティックコイ
ル、スパークプラグ等が著しく濡れる
と漏電によりエンジンが始動しなくな
ることがあります。）

● フロント／リヤホイールのハブ

● ステアリングステムヘッドパイプ部

● スイングアームのピボット部

● 燃料タンクキャップ

● スロットルボディアッシ

洗車
● 水を流しながら柔らかい布やスポン

ジを使って汚れを落とし、水分を拭
きとってください。拭きとり作業を
行いながら、破損や傷がないかを点
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検してください。自然乾燥は塗装面
を傷めますのでおやめください。

● 汚れが落ちにくいときは、中性洗剤
を使って拭きとり、水で充分に洗い
流し、水分を拭きとってください。

● 防錆のため、洗車後はドライブ
チェーン、または各可動部の給油を
行ってください。

警警告告
洗洗車車後後ははブブレレーーキキのの効効ききがが悪悪くくななりり
思思わわぬぬ事事故故ににつつななががるる可可能能性性ががああ
りりまますす。。効効ききがが悪悪いい場場合合はは周周囲囲のの安安
全全をを確確認認しし、、低低速速でで走走行行ししななががらら、、
効効ききがが回回復復すするるままででブブレレーーキキをを軽軽くく
作作動動ささせせ、、ブブレレーーキキのの湿湿りりをを乾乾燥燥ささ
せせててくくだだささいい。。
● ブブレレーーキキデディィススクク、、パパッッドドににワワッックク

スス、、オオイイルルをを塗塗ららなないいででくくだだささいい。。
ブブレレーーキキがが効効かかななくくななりり事事故故のの原原
因因ににななりりまますす。。

● デディィススクク、、パパッッドドににオオイイルルがが付付着着しし
たた場場合合はは、、乾乾燥燥後後オオイイルル成成分分がが
残残ららなないいよよううなな洗洗浄浄液液でで洗洗浄浄ししてて
くくだだささいい。。ままたた、、完完全全にに洗洗浄浄ししききれれ
なないいととききはは、、パパッッドドをを交交換換ししててくくだだ
ささいい。。

アアドドババイイスス
○ 海岸地域や路面凍結防止剤を散布し

た路面を走行した後は、直ちに水洗い
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をしてください。温水を使用すると塩の
化学反応を強めますので、洗車は冷
水で行ってください。洗車後は水分を
拭きとり、金属部品やクロームメッキ部
には防錆油を吹き付けてください。

○ 雨天走行後、または洗車直後等に、
ヘッドライト内部に結露による曇りが発
生することがあります。ヘッドライト内
部が曇った時は、エンジンを始動し、
ヘッドライトを点灯させ、しばらくする
と、曇りは徐々に消えます。

塗装面
洗車後はワックスがけしてくださ

い。ワックスは3か月に一度、または
必要に応じてかけてください。

アアドドババイイスス
○ それぞれの用品に記載されている説

明をよく読み、用途や注意事項を必ず
お守りください。

つや消し塗装
中性洗剤と水を使って、汚れを落と

してください。塗装面は強く擦ると、
つや消しの塗装面につやが出るおそれ
があります。不明な場合は、カワサキ
正規取扱店にご相談ください。

樹脂部品
洗車後、樹脂部品に残った水分は柔

らかい布で丁寧に拭きとってくださ
い。乾燥後は樹脂部品専用のワックス
／ポリッシュをご使用ください。
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注注意意

● 樹樹脂脂部部品品ににガガソソリリンン、、ベベンンジジンン等等
のの有有機機溶溶剤剤がが付付着着すするるとと部部品品のの
損損傷傷のの原原因因ととななりりまますす。。付付着着ししたた
場場合合はは直直ちちにに水水、、ままたたはは中中性性洗洗
剤剤でで拭拭ききととりり、、損損傷傷ががなないいかかをを点点
検検ししててくくだだささいい。。

● ココンンパパウウンンドド入入りりのの洗洗剤剤やや硬硬いいブブ
ララシシのの使使用用はは塗塗装装面面にに傷傷をを入入れれ
るる可可能能性性ががあありりまますす。。使使用用ししなないい
ででくくだだささいい。。

長期間の格納
長期間、車を使用しない場合は下記

の要領で手入れをしてください。

アアドドババイイスス
○ 油脂類の廃却は法令で適切な処理を

行うことが義務づけられていますの
で、カワサキ正規取扱店にご相談くだ
さい。

格納のための準備
● 車全体を念入りに洗浄します。
● エンジンを充分に暖機後、エンジン

を停止します。そして、ドレンボル
トをはずし、エンジンオイルを排出
します。

● ドレンボルトを取り付け、オイル注
油口キャップを取り外し、新しいエ
ンジンオイルを入れます。

● オイル注油口キャップを取り付けま
す。

● 燃料タンクの燃料をすべて排出しま
す。

警警告告
燃燃料料をを排排出出すするるととききはは、、通通気気性性ののよよ
いい、、火火気気ののなないい場場所所でで行行っっててくくだだささ
いい。。

● タイヤの空気圧を2割減らし、前後
輪の下に防湿のために板を敷きま
す。
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● メッキ部には防錆油を吹き付けま
す。ただしゴム部品とブレーキは避
けてください。

● ドライブチェーンとすべてのケーブ
ルに注油します。

● バッテリを取り外します。直射日光
の当たる所、湿気の多い所、温度が
非常に低い所等には保管しないでく
ださい。また、1か月毎にバッテリ
の補充電を行ってください。

● マフラに水が入るのを防ぐためにビ
ニール袋でカバーします。

● 防塵のため車全体にカバーをかけて
ください。

格納した車を使用する時には
● マフラからビニール袋を取り外しま

す。
● タイヤの空気圧を正規の値にしま

す。

前輪 200 kPa (2.00 kgf/cm2)

後輪 225 kPa (2.25 kgf/cm2)

● バッテリの補充電を行います。
● 燃料を入れます。
● 車体各部に注油します。
● 日常点検の項目に従って点検します

（メンテナンスノートの日常点検項
目、日常点検の方法をご覧くださ
い。）。
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環環境境保保護護ににつついいてて

● 車、または使用済みの部品・オイル等
を廃棄するときは？

環境保護のため、使用済みのバッテ
リやタイヤ、エンジンオイルの廃油等
は、むやみに捨てないでください。こ
れらのものを廃棄するときは、カワサ
キ正規取扱店にご相談ください。ま
た、将来お車を廃棄する際は、お近く
の廃棄二輪車取扱店にご相談くださ
い。

●廃棄二輪車取扱店とは？
（社）全国軽自動車協会連合会に登

録されている販売店で、広域廃棄物処
理指定業指定店として登録されている
廃棄二輪車取扱店です。廃棄二輪車を
適正処理するための窓口であり、店頭
に「廃棄二輪車取扱店の証」が表示さ
れています。

廃廃棄棄二二輪輪車車取取扱扱店店のの証証（（223300 mmmm ××
220000 mmmm））

●二輪車リサイクル費用とは？
廃棄二輪車を適正に処理し、再資源

化するための費用です。
二輪車リサイクルマークが車体に貼

り付けされている二輪車は、リサイク
ル費用がメーカ参考小売価格に含まれ
ていますので、あらためてリサイクル
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料金をお支払いいただくことはありま
せん。ただし、運搬または収集する費
用は含まれておりませんのでお客様か
ら廃棄二輪車取扱店、あるいは指定引
取場所までの運搬または収集費用はお
客様の負担となります。

●二輪車リサイクルマークの取り扱い
この車には、二輪車リサイクルマー

クが車体に貼り付けされています。車
を廃棄する際、二輪車リサイクルマー
クが必要となります。マークは車体か
らはがさないでください。紛失、破損
による再発行、部品販売の取り扱いは
いたしません。二輪車リサイクルシス
テムの概要、ご利用方法等について
は、カワサキのホームページまたは、
（公財）自動車リサイクル促進セン
ターのホームページでご確認くださ
い。

二二輪輪車車リリササイイククルルママーークク（（3300 mmmm ×× 3300
mmmm））

● 廃棄二輪車に関するお問い合わせに
ついて

廃棄二輪車のお取り扱いに関しまし
ては、最寄りの「廃棄二輪車取扱
店」、または下記までお問い合わせく
ださい。
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カワサキホームページ
https://www. global-kawasaki-
motors. com/environment/recyc01.
html

（公財）自動車リサイクル促進セン
ターホームページ
https://www.jarc.or.jp/motorcycle/

https://www.global-kawasaki-motors.com/environment/recyc01.html
https://www.global-kawasaki-motors.com/environment/recyc01.html
https://www.global-kawasaki-motors.com/environment/recyc01.html
https://www.jarc.or.jp/motorcycle/
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DDFFII自自己己診診断断シシスステテムムココネネククタタのの位位置置

DFI自己診断システムコネクタはシートの下にあります。

A. DFI自己診断システムコネクタ
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車車両両情情報報のの記記録録にに関関ししてて

カワサキでは、この車に搭載されているコンピュータにカワサキ車専用ツール
を接続し、記録されている情報を取得する 事があります。取得した情報は車両
の点検や故障診断、研究開発、法規適合確認を目的に利用する事があります。

取得する情報はモデルやグレード、地域によって異なりますが、主な項目は次
のとおりです。
● エンジンや車体の電子制御装置に記録されている使用状況や設定などの情報
● 排気ガス規制に関連する情報

なお、この車の車両制御コンピュータは音声や映像を記録する事はございませ
ん。

取得した情報は、次の場合を除き第三者へ開示されることはありません。
● お客様（または使用者）の同意を得た場合
● 行政や司法機関より法的に要請された場合
● お客様（または使用者）個人や車両を特定せず、加工した情報を研究開発や統

計調査などに使用する場合。
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イイベベンントトデデーータタレレココーーダダ

他の多くの自動車メーカーと同様に、カワサキもこの車にイベントデータレ
コーダ（ＥＤＲ）を装備しています。この装置は、一定条件の事故や事故に近い
状況が発生したときにのみ、事故発生の直前から事故発生中に車両システムがど
のように作動していたかを理解するためのデータを、短時間記録するように作ら
れています。

アアドドババイイスス
○ 通常走行時もデータは常に記録され上書きされていますが、イグニションスイッチを

オフにしたときに消去されます。
○ 事故発生時以外にＥＤＲデータが、後で読み出しできるように保存されることはありま

せん。また、全ての事故がEDRデータとして保存されるものではありません。
○ この装置に個人情報（例：氏名、性別、年齢）が集められ記録されることはありませ

ん。

このデータにより、事故発生時車両がどのように作動していたかを、運転者と
メーカーの双方がより良く理解するのに役立ちます。この車のＥＤＲは、次のよ
うな事故時の車両走行状況を示すデータのみを記録するよう設計されています。
● 走行速度
● エンジン回転速度
● スロットル開度

ＥＤＲが記録したデータを読み取るには、特殊な装置をＥＤＲに接続する必要
があります。カワサキは、警察・裁判所・政府機関などの法的強制力のある要請
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に基づく場合を除き、あなたの承諾なしにEDRの情報を提供することはありませ
ん。
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万万一一のの故故障障にに備備ええてて

日常点検、定期点検を欠かさず行っ
ていただければ、不測のトラブルは未
然に防止することができます。万一故
障の場合は応急処置を行って、お買い
あげいただいたカワサキ正規取扱店へ
修理をお申しつけください。

エンジンが始動しない
スタータが回らないとき

● イグニションスイッチはオンになって
いますか。

● ヒューズが切れていませんか。

● ギヤがニュートラルになっています
か。

● エンジンストップスイッチが の位
置になっていませんか。

● バッテリケーブルは確実に接続されて
いますか。

● バッテリはあがっていませんか。

スタータは回るが始動しないとき

● 燃料タンクに燃料が入っていますか。

● 燃料系統が詰まっていませんか。

● 燃料の品質が低下していませんか。

● スパークプラグはゆるんでいません
か。

● スパークプラグは正常ですか。

● スパークプラグギャップは正常です
か。

● スパークプラグはかぶっていません
か。

● 転倒後、一度イグニションスイッチを
オフにしましたか。
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エンジンが止まる
1速に入れたとき

● クラッチの切れは正常ですか。

● サイドスタンドが降りたままになって
いませんか。

走行中に

● 燃料は入っていますか。

● 燃料タンクキャップのエア抜き穴が詰
まっていませんか。

● エンジンオイルはありますか。

● バッテリはあがっていませんか。
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おお客客様様相相談談室室

名称 電話番号 郵便番号 所在地

(株)カワサキモーター
スジャパン

フリーダイヤル：0120–
400819

〒673–8666 明石市川崎町1番1
号

お客様相談室

*フリーダイヤルは携帯電話からもご利用いただけます。

受付時間　月曜 ∼金曜 （祝日および当社休業日を除く）

9：00 ∼ 12：00、 13：00 ∼ 17：00
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国土交通省ではリコール業務を円滑に行うため、お客様の安全や環境に大きな影
響を及ぼすと判断される場合の情報窓口を設定しております。

●自動車不具合情報専用ダイヤル：「自動車不具合情報ホットライン」

フリーダイヤル：0120–744–960 （受付時間 9：30 ∼ 12：00、 13：00 ∼ 17：
30）

24時間電話受付：03–3580–4434 （年中無休・24時間）

●国土交通省のホームページ：https://www.mlit.go.jp/ → 自動車不具合情報
コーナー

https://www.mlit.go.jp/
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リリココーールルににつついいててののおお願願いい

リコールとは、クルマの構造・装置の不具合による事故を未然に防止す
ることを目的とした制度です。
同一型式・一定範囲のクルマについて、構造・装置・性能などが、安

全・公害防止の規定（保安基準）に適合しなくなるおそれがあると弊社が
判断した場合に、その旨を国土交通省に届け出て、おクルマをご使用のお
客様にご連絡し、無料で修理するものです。

なお、保安基準にかかわらない場合でも、対応の必要があると判断した
場合には「改善対策」や「サービスキャンペーン」を行っております。

＜改善対策＞
改善対策とは、保安基準にかかわらない場合でも、弊社が安全確保・公

害防止の観点から必要と判断した場合に、ご使用のお客様へご連絡し、責
任を持って修理するものです。

＜サービスキャンペーン＞
サービスキャンペーンとは、商品品質改善等の観点から、弊社が必要と

判断した場合に、ご使用のお客様へご連絡し、責任を持って修理するもの
です。
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適適合合宣宣言言

アメリカ合衆国： カナダ：
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ババッッテテリリにに関関すするる補補足足情情報報

バッテリ全般に関する情報
ここでは、車両に搭載されているモーター駆動バッテリ、12 Vバッテリ、ボタ

ン型電池に関する追加情報を提供します。使用前によく読んでバッテリについて
理解してください

危危険険
電電解解液液がが衣衣服服、、皮皮膚膚、、目目にに付付着着すするるとと、、重重傷傷をを負負っったたりり死死亡亡ししたたりりすするるおおそそれれがが
あありりまますす。。衣衣服服、、皮皮膚膚、、目目ににつついいたた場場合合はは、、すすぐぐにに多多量量のの水水でで55分分以以上上（（目目のの場場
合合はは1155分分以以上上））洗洗いい、、専専門門医医のの診診察察をを受受けけててくくだだささいい。。
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警警告告
ババッッテテリリをを不不適適切切にに取取りり扱扱ううとと、、感感電電、、重重度度のの火火傷傷、、重重傷傷ままたたはは死死亡亡をを引引きき起起ここ
すすおおそそれれががあありりまますす。。以以下下のの注注意意事事項項をを厳厳守守ししててくくだだささいい。。
● 火火花花、、火火ままたたはは高高温温をを引引きき起起ここすす可可能能性性ののああるる熱熱源源かからら遠遠ざざけけててくくだだささいい。。
● 子子供供ややペペッットトのの手手のの届届かかなないいととこころろにに保保管管ししててくくだだささいい。。
● 落落ととししたたりり、、衝衝撃撃をを与与ええたたりりししなないいででくくだだささいい。。
● 端端子子部部にに金金属属ななどどをを触触れれたたりり、、接接続続ししたたりりししなないいででくくだだささいい。。
● 水水ををかかけけたたりり、、濡濡れれたた手手でで触触れれたたりりししなないいででくくだだささいい。。
● 分分解解やや改改造造ををししなないいででくくだだささいい。。
● 破破損損、、変変形形、、水水没没ししたた場場合合はは絶絶対対にに使使用用ししなないいででくくだだささいい。。
● 煙煙やや異異臭臭ががししたた場場合合はは、、すすぐぐにに使使用用をを中中止止ししててくくだだささいい。。

注注意意

ババッッテテリリをを不不適適切切にに取取りり扱扱ううととババッッテテリリがが損損傷傷すするるおおそそれれががあありりまますす。。以以下下のの注注
意意事事項項ををおお守守りりくくだだささいい。。
● 落落ととししたたりり、、衝衝撃撃をを与与ええたたりり、、穴穴をを開開けけたたりり、、変変形形ささせせたたりりししなないいででくくだだささいい。。
● 上上にに重重いいももののをを置置かかなないいででくくだだささいい。。
● 火火花花、、火火ままたたはは高高温温をを引引きき起起ここすす可可能能性性ののああるる熱熱源源かからら遠遠ざざけけててくくだだささいい。。
● ババッッテテリリのの排排気気穴穴をを絶絶対対ににふふささががなないいででくくだだささいい。。
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注注意意

外外気気がが寒寒いいままたたはは暑暑いい環環境境ででババッッテテリリをを使使用用ままたたはは保保管管すするるとと、、ババッッテテリリがが凍凍結結
ままたたはは過過熱熱しし、、損損傷傷すするる可可能能性性ががあありりまますす。。外外気気がが冷冷たたいい、、ままたたはは暑暑いい環環境境でで
使使用用、、保保管管ししなないいででくくだだささいい。。

注注意意

他他ののババッッテテリリやや金金属属製製品品ととシショョーートトすするるとと、、液液漏漏れれ、、発発熱熱、、破破裂裂、、発発火火のの原原因因ととなな
りりまますす。。保保管管、、輸輸送送、、廃廃棄棄すするる場場合合はは、、端端子子ををテテーーププななどどでで絶絶縁縁ししててくくだだささいい。。

注注意意

ババッッテテリリをを電電子子レレンンジジやや高高圧圧容容器器にに入入れれるるとと、、ババッッテテリリがが発発熱熱、、破破裂裂、、発発火火すするる
ここととががあありりまますす。。電電子子レレンンジジやや高高圧圧容容器器にに入入れれなないいででくくだだささいい。。

注注意意

銘銘柄柄やや種種類類のの異異ななるる電電池池、、新新旧旧のの電電池池をを混混ぜぜてて使使用用ししたた場場合合、、電電池池はは特特性性のの
違違いいにによよりり、、液液漏漏れれ、、発発熱熱、、破破裂裂すするるここととががあありりまますす。。新新旧旧のの電電池池をを混混ぜぜなないいででくく
だだささいい。。
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注注意意

ババッッテテリリをを逆逆接接続続ししたたりり、、接接続続をを誤誤っったたりりすするるとと、、ババッッテテリリやや電電気気系系統統がが損損傷傷すするる
可可能能性性ががあありりまますす。。ババッッテテリリのの損損傷傷をを防防ぐぐたためめにに、、接接続続がが正正ししいいここととをを確確認認ししててくく
だだささいい。。

注注意意

規規定定のの充充電電時時間間をを超超ええてて充充電電をを続続けけるるとと、、液液漏漏れれ、、発発熱熱、、破破裂裂、、発発火火のの原原因因とと
ななりりまますす。。規規定定のの時時間間内内にに充充電電がが完完了了ししなないい場場合合はは、、ババッッテテリリままたたはは充充電電器器のの
故故障障とと考考ええらられれまますすののでで、、充充電電をを中中止止ししててくくだだささいい。。

注注意意

ババッッテテリリがが静静電電気気ににささららさされれるるとと、、静静電電気気にによよりり爆爆発発すするる可可能能性性ががあありりまますす。。点点
検検やや整整備備のの前前ににはは、、車車両両のの金金属属部部分分をを素素手手でで触触っってて静静電電気気をを逃逃ががししててくくだだささ
いい。。

注注意意

ベベンンジジンン、、シシンンナナーー、、ガガソソリリンンななどどのの有有機機溶溶剤剤やや洗洗剤剤ななどどででババッッテテリリをを清清掃掃すするる
とと、、ババッッテテリリのの劣劣化化やや液液漏漏れれのの原原因因ととななりりまますす。。清清掃掃ににはは使使用用ししなないいででくくだだささいい。。
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アアドドババイイスス
○ 必ず本書に記載されている仕様・性能のバッテリをご使用ください。
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ボタン型電池の追加情報

危危険険
電電池池をを飲飲みみ込込むむとと化化学学火火傷傷やや粘粘膜膜組組織織のの貫貫通通をを引引きき起起ここしし、、重重傷傷をを負負っったたりり死死
亡亡ししたたりりすするるおおそそれれががあありりまますす。。おお子子様様のの手手のの届届かかなないいととこころろにに保保管管ししててくくだだささ
いい。。電電池池をを飲飲みみ込込んんだだ場場合合はは取取りり出出すす必必要要ががあありりまますすののでで、、直直ちちにに医医師師のの診診察察
をを受受けけててくくだだささいい。。

注注意意

充充電電すするるととガガススがが発発生生ししたたりり、、内内部部構構造造がが損損傷傷しし、、液液漏漏れれ、、発発熱熱、、破破裂裂、、発発火火のの
原原因因ととななるるここととががあありりまますす。。絶絶対対にに充充電電ししなないいででくくだだささいい。。

注注意意

長長時時間間接接続続ししたたままままににすするるとと、、電電池池かからら発発生生すするるガガススにによよりり、、電電池池をを漏漏液液、、発発
熱熱、、破破裂裂、、発発火火ささせせたたりり、、機機器器をを破破損損すするるおおそそれれががあありりまますす。。長長期期間間デデババイイススをを
使使用用ししなないい場場合合やや、、電電池池がが消消耗耗ししたた場場合合はは、、デデババイイススかからら取取りり外外ししててくくだだささいい。。
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注注意意

電電池池ををははんんだだ付付けけすするるとと、、熱熱損損傷傷にによよるる液液漏漏れれ、、発発熱熱、、破破裂裂、、発発火火のの原原因因ととななりり
まますす。。絶絶対対ににははんんだだ付付けけををししなないいででくくだだささいい。。

注注意意

機機器器にによよっっててはは、、電電池池ホホルルダダーーのの金金属属部部分分がが電電池池のの（（＋＋））、、（（－－））端端子子にに接接触触すす
るる場場合合ががあありりまますす。。電電池池ががシショョーートトししなないいよよううにに機機器器にに取取りり付付けけててくくだだささいい。。
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